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と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

以に以ーパ 万 月
８上掲上ジソ 円 日擁げビコ 以ルン にしる 上

ー修 で以 おてソジダ研
を あ上 いいフャ

る てるトス
シえ こマ６ 引こウト行

とイ きとェ
テ施 。ク日 続。アスる

２研ム設 ロ本 きの

ソ 年修）を

争日 ４競８ の名月 条

フ

のに前 項札直 ２入の 第

限 に

る期 定す納 規関の
停の 競

をで り

名ま よ

指

格 － 情
報を
得 政北

よ
す 線 札と 内 課道う

策海

る

幌
市
中－も

六 の 央

一 は

な、成

条格

３資

北、

区

。にた

有平い次し

を、

掲申

す成

る

申類

で３る書

者年げ請

も日書提

る８請を

あ月

提る

がらのす

のか類出

構
員ま先と

成日出こ

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

以を確
） 上行保 ト

る
の のたき ）等 そっで

をがと
ー 業績こ

ホ 事実

でこ

ー んる

ペ 営あ。
ム

と

ソ こ

成 る。

作 いと

ジ

れを 札

さ税 入

止道 争

フ

加

なし 参

い納 の

て滞 へ

い 除

とな 排

こい を

いて

西審

い

。 て

と れ

こ さ

。

にに

請
申

目再

丁の

６査

半開当り

過の、よ

ので

出な

を時提わ

数庁該行

と い 等
法と」 と 業

占間

はい う 協
律き

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合 こ
い

な
で

者
るト 。



２３４
札入

入平す契北北入

有
条道道執

成 札る約海海

にこ

合の

年 参と項札総行札

示市企場場

北 加。を幌

及所

道 るす中画所

海 す
者場央部

北 海

１

成達

札調調平調契納

入

を約入

に達達

付をを
る度る期場

すすす年す
務間所

事役役パ役

るる
項務務ソ

道 公 報

北

次

７

海

の平 道

と成

資資

告 有資格

お 示 効格格を

り年 第

１のす一３ 期は有

間のる般月
競８ の号 喪者

にが争日 更

第

６

再し格資資に

ウ成資約
る 申格 企申たの格係

再

効有一 請の 業請申有の

合よ書期効般 有 組し請

期 方 又う類間期競 効 の
はとを及間争

号

格

アイ

平資中を

成格小有
十を企す
四有業る
年す等者
三

示 に所区情び

告 る協で

要３政時北

第 必北報日

な条策海

規
格６札 に 資西課道 号

平

央 る

中 す

目市 定

丁幌
北 成

区
３

契入

名名ン仕

ののコの

説

及器等約札

称称機様
入か書

数作日明

び操の

業説平よ

修札らに

量研

。

務明成る

委書
託に年
よ

る規

めに札

新定失２入

にる

約す下

契定以
と

も要」

る格札

係資入

当。

あ該う

でにい

の件

札

協法す提び間は入

る

者し該資の

業る出当、

間を札

合はな期格落

組

定

あ４れの有決

で、け
な新るの

るのば更す

続認ま

格のら手と日

資

たと

有請いめで

を申な

る類旨す

す書。

月者同あ

八の組る

日

該の

当合も

に組る

格業限

資企に

金

るを）

係合。

曜

業く変

営除を

日

西 度

条 年

相）し

を。更

操
器

機
ン

目 コ

丁 ソ

６ パ

る月

務
業

修
研

作

。

）

堀
事
知
道
海
北で

ま
日

こ施

、い実

めなを

たし

間な。

期とる

効とす

有
、は

はき

新と

更た

のっ

通。

者ののる

わ資

行、

にあ

の先が

そ出知

で提

を該日

員当た

成、っ

構

の

し先１

更出ら

変提か

たの

あも

続でた
の示に

も指

はを
又格

併資
合るの

、
りで
よ者
にる
渡す
譲有

を
格

資
の

し構
継の
承そ

約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

也
達

額で金とかす

９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金

札 札書掲札落

入約

のの札 作
効の入に

時決 有成る額

７８

。
う

。失

いを

な格

６
交交便便札

入郵郵落財

にびの
規 説等及者

務 札

定
第 書よ電決

則 明付付

る

よめ

に定

の場方る報

５
作契

り
入保第う

開入以証入。

札金札） 札
保 札にを保第 条 下

の 消 参納証７

者員
た成

日加付金

資

なをる

算 日場
札札

入開

るをっ申事称

し）あ額

を

金もか入たし務

たを

はる担北

額っ免札者出

て税書

す道

当落事に、こ当海

札。る総

該札業記落と

格です決組合

金価者載

の画

にとある定織企

額
するこ後

称情 未
るかと速名部 円

な要札係

に定

のを。や

消

い当 入否他及る

おに
税

、っ にこ費

てた 札び
の

には る公等

２て 限の
扱

定入 ）に取

規、 。告
る
る書 ためい

す札 し定

載 落札
格記 を入

資に 者

を

交入に方

にる第 付所法札よ法条

札項 関入１
規 る海海のはの す北北
札総所め定 事道道場認

企交いよ

幌合でなに

項
央部す定

中画付。り

市

すの及条 証費

区情るめ

等 時金よる納びか 税 し

との海第 」 うこ付北ら

と と道 す。免 い
者、ま 務 う にる除条 財

の 則 ） じは納で 規 。 同

当 そ方定

相 。、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

時所
同

海成に

北平
道

日
５
階月

４４。

庁年じ

合
総

にび政 の
で問か及報 満

課 数
入ず消所策 端
、わ

あ
に見税地 が
札、費在

っ課 と
加もの る

参積等

、
者契事 は

るた税 き
す

額で の
、金者 そ

は約業

関
有さ 札に

費のあ 端
消

金 する
なた とす

しれ 者

に
のに 。件

者額 る条
い

額 し 入金 反 た該 違 し当

入 、の た 札
財札

３政予

北報。た

は分 務

丁の

６格

西課価

条策定

年

最
で

内
囲

範
の

限

目制

海 。 積地ろ 北 む 見、こ
規 の っ自よ 道 ） も方に

た治る

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

部午
画）
企金

及年財 る

会前
議
室時
分

六
二

る 数税

か 金
係税 をの に免 額分 等

事 切る

無５ 則、の 規

り課に業

効に 第

相 と

価
の

低

。
各るす

す 条当

令規 以
び政務 額

も
を

格 」 の
方第則 上
地
消
税札）い

費号と 入



主定

平 た款

成 るに十

事記四
年 務載

三

北 海

２
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

道 公 報

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

第

立１ 北

特の 海

定認平 道

非証成申 告 詳

営の 示請 細

利申年 第

、活請３の

は

あ 入動が月

促あ８ 号

説進っ日っ 札

号

告札
公入

所のの
ここ

イ

所さ 地容行
内執

のの 在

月 のれ八

所た日

地的
在目

金

こワ進事。

虻ト推るる

田

曜

虻法クどを

郡のーな業

日

町はよ域い

田人に地行

名
名 月の氏 年人

法 たの
井

地団地る平洞白

日称
に

域体域。成爺

文の社
全１わ輔

化活会年ぎ祐

の所さ

醸に体月い

を動

在目

の氏所た 人のれ 法

札心地商送

称名地的

名
っ倉幌こ豊域店や

さ小

民、ン

ぽ市のか住街イ

人安団教タ

ろ英東法に

コ北は心体育ー

村俊区

年 書の

明法たた

同日

よ成、月 に平で

る

項成

律２平

法第

。年条
第
７の

は

第に月

）定１

号規年

話で開

郵電定公
予、

は
。

号号りる

番番あす

便

、
変
す

－－更
る －こ
と 北

洞虻ま民ま

字、る住、

湖町づ主づ

爺田ちがち

泉びりとり

温及く体く

辺ホっ寄

町周、なに

地スて与

にタ地る 地域ピ、す 番
しテ活と 号対リ域こ ７

ネ

てィ性を

成対の

ワ

るる益ト

すす利日ッ

と進ク

材言増ー

人助の

及に与

、援寄

成支に

育

と

営るこ

非する

び関す

、し、機ネ
の業を

利事

ミ

域、ト

ュ条札て地関ッ

市ら内行等

ニ東幌暮

テ

非等媒

ィ丁東せの政の

４おま営と体

工目区る
の携利

番よち利連を

房

し

号そく市し用

１びづ

情

周を活コた

のり民、

部進団ュ報

辺推動ミ

よ
項す北

１告
第公

条り日

に事

定知

規。道

のる海

が

の
次
、
り堀

よ

る

幌得 線 札り 内 道有

海
市
中－。

央

ー化目

丁
６
西
条
３
北
区

す

ネ動関と

民運に的

住

を

ッのす
北

北次 海

海の平 道

道と成 告

がお 示

平り年 第

成定３
め月

す

活いと

民行的

市を目
５

動、

非 請た款 定
申特代主定

ニ交

利事記 営 のるに 表

ィ活

おる、テ流

にす体
、、

てめ業放動

いた企

、、

事記

るに 表
た款

代主定

４

設
り也

お
と達

営 の に非 請 款定

定申特

３
目

利 記
る 表 非 請た 定

申特代主

利事 営 の

年る８ 号

金
助

補
て
い

お
に
度。日

同付

、交

い。を

行る等

の所さ 動 っ活務載 者 あ
の氏所た 年人のれ 法 た

同

日称名地的

名在目 月
ッ山別こ地

社平ネ奥紋

ト市の区

会成

の

務載 者

実年・壽幸法の

在目

氏所た

のれ

の所さ

工札ル北持ドと

名地的

活ふ

藤幌３こ海続アの

法の能動れ

市階の道可

法 た

さ動 っ活 載

あ

達中

日称
名 目月の た年人 れ

与成海

ー各す寄平北

的

道

こプ種る

のホサ事す

務 者 あ

法ーー業る年ア

年人の 法 たの所 動 っ活
日称名地

名在 月の氏所
川市

成栄谷川

平極長旭

会

務

の事

区る

地す

年勝永

、

造業

創事

・は

生又

再
に

六 寄補

三

人産
こ経

る象

す対

与助

月ロ４は業

現２プ雄町

ジ丁、活

に
寄

ク２と化

与日ェ目主性

・６て社

るト番しと

す
をホ軽環

とオ号遠会

こ

別整

的ツ紋の

目ー・境

るク区に

す・地備

とク

ア普い

人央人アなのあ
通

北、トウ及を

区はウ
供アド啓じ

５子ドト・
フに心

西か活ア発て

条

豊

丁大のィ関の

２ら動
ま興ルるか

目人振ーす
の業と

番でをド事さ

１

行い

札くる保を潤

多図

ムビ等こ２ウ

幌のた全

ド

はとスをと月ト

人
痴在の行を
、的協

呆宅提い目日ア

す

高要を地と会

症の供

。

者護うにる

齢援行域
サる

、人イけ

や老デお

家しビ齢

の対ー高

そに

２

月町

２也山
族てス者

日条
目

丁

補

を、

と費

号
３

の
地
番

ラ社関
す等

と率

的助

目

ー対事

タにる

ス会す

。 人め活いを

、
てを
し業

、人感

ー々の動、実

タ

き

ナ対材アとで

ミに人
て成ト然る

ルし育ウ自

通ン福

の、セの

、、

ビ

進

のにー増

め所タ祉

た
ルる関に

グよに



子保っ

し生遊そ予よ

４

健の育護て

、施びの算

等び全範て者家

授設及

に

のを生な囲支の庭

業

短会お

終利活育内援社

了用の成で

北 海

す放昼小

よ家る助の

３

児める課間学

母る庭た

等域童、。後保校

親地

童者学

の組の予児護低

活全の対の年

積織健算

極

道 公 報

組

進内域

推囲地

動範

２

す動

に助活

業補織

事で
対

第

児て操

補務そ推え情

１
間事童、を

助又の民進

事的児業にそ豊

金は目

健に を業又童健のか 等

生な康す 交のは厚全

号

健
保

平福

成祉
十部
四所
年管
三

る

後し場を補期的け 分

用由児

にてを図助利事

たる事等童

児適与るす

なてめ。業にの

童切え

）
村。

町く
市除

、、

厚

動な範策い児

を
市

幌
札

い等

なを育囲事な童

的
進をで家に

参促成内業
市び

、
にし図補庭対

加
市市

川村川

旭町旭

び

。

く市く

除幌除

を札を

予事

、。成

しる育
。及

のさ市をの等市

の
算業

と村

に 規れの設社」町

法域しい 限会 定た区置

福 に

幌 。祉 よ人外てう札 る

りにい。
人及

設札施る）市 以法

をる 付名趣

立幌設も下

及

設び増た す称旨

施遊

び活をしの

等場進め る

市除社民律

動与、活

事

町く会法第 補
助村。福
）祉明号
第

札法治） 対
象幌人

市及年

をび法条 者
月
八そ

日

）
６

の

金

曜

日

費
が経

村な
町要

市必
に 食

））

援
支
て
育
子
う
行

、後を

金課費

担放物

負

）

及対。

助童く

補児除

２

必

金に

付業

交事

び策

場域

等に済役費及た地

交合組

に児必費務又び
委付に織

委童要、費は
使託金限の

託福な賃、

費、用料る活

し祉経金

た施
場設報料若社。動
育

合併給償及し会）を

は祉成

に設料費びく福

旅借負法助

限型、、賃

又 補民経役費

１

る民職

間児費は

民間費務

館金使託

助児童賃、委

生域報料

厚地、用料

童

対

設動費び町

施活償及市

進旅借が

活推、賃村 象

利
期
短

堀
事
知
道
海

北

動

要

内
以
２
の
分
３

業
事
用 費
経
な

担人長

内
以
２
の
分
３

飲

、、金等す

。間員費料

童当需備、にる

以児手

め

同館等用品補助た

下

金しの

じ事、費購助成

２
の
分
３

）。業共、入

、会 経

推事費料社

内
以

品祉

事に需備福

進業、

人

及要費購法 費業必用

２

助の
分 補３

びな、入

式共共共

也
達

等内
以 率

第第第第

福通通通

保

号号号
共保

様式式式

様様様 号

第 第第
福 通通

式共

通

共共保式共共共

号号

第第第第第

福 通通通通

第

号号号号号

様式式式

様様様様様 号

通通

共保式共共保

式式
第第 第第第

福福 通

村除保式別式共
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公 号河

衆 ）

１ 郡の 第の 西
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別 前
松本

線

道 公 報

線
内 泉

松 温黒

町川

栄美

線

第

線
沢

見
岩

張
夕

号

月
八 河河中河河河

日

郡郡郡郡

東東川東東東
幌幌

士士本士士士

郡郡
町町町町町町

幌幌別幌

金

帯下下下

字字押字字字

下下

曜 居居居 居居

辺辺辺 番 辺辺

日 基 西９

松松中河

地 ２番番線番

本士

郡郡郡郡

前前川東

町町町町

前前別幌

松松

居

博博帯下

字字押字

多多

辺 番 番

余余寿寿

１地 地番 番９

黒黒

郡郡郡郡

市市都都

町町内内

市市松松

余余

黒黒

町町字字

栄栄町町
松松

１１内内 番番

知知知見

空空空岩

地地

沢朝

栗栗栗市

郡郡郡沢

美美美町

町町町日

沢沢
流流流

町町１

西西西番

渡渡渡
地 町

先

郡郡

知知知知

空空空空

沢沢沢沢

栗栗栗栗

郡郡
流流

美美美美

町町町町

西西西西

渡渡渡渡

流流
町町町町

線先地 地地 か番 先先先

でで ５地 ままま 番ら２

ら
から

先か

地先 で

先

か地

地先

国で ら般ま から 一先 先
道

で
ま
）
点
交
号

地地

かま１１

先先番番 番番

らで
かま

先先

らで 先 地地地 ４で ６６ 番ま 番番
らでら かまか 先先

番
６１６ 番
地地地

で かまかま 先先先先 地

前後後

らでら

らでらで

かまかまかま

前後前

らで らでらで

かまかまかま

前後前後

らで で

まかまかまかまかま

前後
でらでらでらでら

後前前

ら

かまかまかまかまか

前後

らでらでらでらで らでらで

かまかま

道 一 道 一

道道 般般

松松 国国

間 ののの 前前 道道の

間間間 港港

七
三

おお

にに にに

号号 線線

るるるる

けけ けけ

おお

館広

函帯

道道

海海

北北 北

土
樽

小
道

海
北同

土土
業

現現

木木

土
幌

札
道
海

業
現

木

所
業
現

木

所所

業

所



平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

月
間３類名域

週年種区

般日道枝

一８
、

北 海

更 北

道しそ 海

たの 道 恵路
。関 告 庭法

係 示 林市林

図 第

和 い尻い面

昭 班盤班

５石２は
、 号

班森班北

年 小狩小

道 公 報

道路道区恵

日
の１２３

線の市

ら成路路庭

か平

の ２
３類名域尻

週年種区盤

道恵森

一８狩

、月石

間
般日

第

更 北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法
示

図 第

和面

昭

は
、 号

北

年

号

別
徹

平原
成野
十釧

四路

年線

三

に子間

覧威

縦音

の道幸

。更の

る変後

す線

供府

律 地林地海

法

地
敷

前別

か理ま建

第 先管先道

ら署で設
路 第

道 ）部 号

前後整
び 項

及 １

課 第

備 条

北 の

覧公理

縦岳管

の道庭林

る変後

す
供線

に園間署

敷
前別

。更の
地

建

第道

律海

法

設
路 第

道 ）部 号

整
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

月
八阿阿

日

町町
寒寒

阿阿
郡郡

寒寒

金

ニニ
字字

曜

シシ
ニニ

日

延 海
北

員
幅

の

ツツ
ベベ

規

複 道
国重

堀

長 事
知
道

海
道 定

でらで内 よ

まかま稚 に

現 道

木 、

土 り

業 路

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

の

事
知
道延

海
北

員ら
か 幅 札 に

道 定

海 規

国重

堀長

業 路

現 道

木 、

土 り

幌 よ

置 次

え を

備 域

に 区

所 の

野野
原原

い の

線 番
１

で
ま
ら先
か地
先７
地番

新

２３

の間

也と区
等 達

町

幸 路１栄

路道区枝番
郡 線の地
枝 区先

、 お

て と

ら番

幸 名域か

更の１

変示
告 り

北

道しそ日 海

、のか平道 道

同関ら成路

路
告

の

法
条係２ 示

第図週年種 第

和２面間３類

昭

と区
等複

達道

項は、月

字枝１字
の間

也

１字枝

先頓

地小幸地小幸地小

別歌か別

先頓郡先頓郡

か別中か

登ら 頓ら ら

別枝番町枝

後変示
告 り

、 お

て と

枝

後

字枝 枝
幸地小幸

郡先頓郡
登

まかま中か別歌

でらで頓ら

前

別枝番町

梅枝
３ 町

らでら

かまか

枝ま 枝 エ郡先 ヶ ウ幸地

ナ幸で 町 ン

町 イ間

線更の前後

保変後

内
幌

前別

の、一８ 号

海の道

法規北般日道

年
よ建覧

第に道縦

律定
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

番

開及 １
を課 第

用備 条

郡 地地 幸町幸１毛幸 番

先別中 先先 郡字郡地登
頓 まま 中岩中

で 頓手頓ま

別 で別で 別
前後後

町番町番町

字郡地登

町幸１毛

岩中先別

手頓ま
別で

番町番

前

敷
地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

る海 規
す北 の

始び 項

長

土北 り

内 よ

稚 に
。道 定

の

業知 路

現道 道

木海 、

え を

備堀 域

に 区

所事

でらでらで

まかまかま

らでら

かまか

北

七海

四

区 等
複 道

国重

土
路

釧
道

て達 と

い の

置 次

の間
と

重一重

変示
告也 り

、 お

複般複般複

重一

国 国

道 道

国

般複般

一重一

号号

国

道 道 所
業

現
木

号号



３
糠都都種幹

白

平 都市市線

成 市計計街

十 計画画別路

四 画のを

年 道種定

三 路類め名

北 海

幹幹幹
路に

街街街覧

線線線縦
る

す
供

路路

道 公 報

２

幹良都都種幹

富
都計計街

線縦野市市線

を

路に市画画別路

街覧
す画種定

供計の

る道類め名

第

１

市線

成見都都種幹

平北
都市

計画画別路

年市計計街

８道種定

月画のを

３
日路類め名

号

変 北

都更そ 海

しの 道

た都

市
告

。市

計
示

計

画
第

画

法
昭の
図 号

書

和

月 にた

八 号 係土

日

前 項区

事路の駅

る道地
称通

域

金

曜

糠１

起白南

日

東目
町丁

都
市

町の 朝 相栄画

号計 号号

お
と

の

通通通書
図 日 生

町良り

出富出富出富町

市市

野野野）

町良町良

市

都路た

市に土号

画る路の東

号計係道地

泉図項域条

小の事区５

お起富

通と
の 東書称通

見市

北）野

り良

にた

係土

項区南

事路の

る道地号
見
起北

称通
大

域

道

第海

律北

法、

年は
建

都 第

部 ）

設 号

市

南

点条
１

課 １

画 第

計 条

条
１
東目
町丁
糠３

終白

日日新

な糠２

主白南

点

町富町富町富町

のの富
朝

市市市

野野野

良良良

富町富富町

木葉日

桂若

富

泉
小点の

市日

良良良

広

小末

市市

見野

北良
終

三
市

な 見良

北主富

泉点

知市

道見

海終北

北

点輪
見丁

主北４

堀

点泉

事小

に

置 定

え 規

備 の

に 項

な

市

の 都

般 、

一 り

て よ

い

丁

す 次

供 を

に 画

覧 計

縦

６

地条
１ 過
東目 経町

釧ア
更変名

都市市変

路都都
る前

計画画す更

市計計

朝

市市市

野野野

画のを

５
木町日

桂栄
市市変名５

内都都

岩ア

都

画す５覧

市計計更・縦

市野

画のをる・に

計画

４

地町

泉幸 過

小市 経

市市追名６

標都都

中ア

津

画す５覧

都計計加・縦

市目

計のをる・に

市画

幹幹
地町

也盤 過
常 経 達

幹

路に

街街街覧

線線線縦

幹
り

お

。 と

る の

供

路路

種定部

路路

街街

線線

幹

称

係土

にた

地類め分

緑

域位

項区

事地の

る緑地

類め分す

公種定部１供
市

係土わ都

にたいる

園

画

事園のい計

る公地な
ト書

ー図

域ゾの

項区リ

部１供

称クお
ーと
パの

中る

公類め分す

画種定
公地津市

に土標都

園た

事区運画

る園の町計

係

の

称園書
公図

項域動の

る
す

位標お
と

都
市

庶の 宮 下明画

号計 号号

と
の

通通通書

路図 下 治

り

白東目白西目白線お

糠２糠１糠

白北

通通

園葉

公若

号号

糠２糠２

白南

七
五

及
束

野
字
町
内

位岩
）
り

郡）
津り

置内
島
敷

字
び

）

置津
標
中

字
町

津
標

中

西南西南庶

町条町条町

路丁路丁基

庶２庶２路

２糠

白東目白東目白区

北庶

町条町条町

糠２糠
丁甲

庶３庶３路

西北西

目東目

町丁町丁
路丁路

２

白北白北

条条

２１

東
目東目

町丁町丁

糠８糠

西目白１

置

条条

１２

東

糠２糠１糠線

白東目白

西北西北庶

町条町条町

路丁路丁東

庶１庶３路

町丁

糠５糠２

白北白北

条条

２２

東目東目

町丁



北し
定

許 号表

商代免道。
海た

則 氏番

は規 者証 又彰

表
称名号

名

平

北 海

２３

許表許 号

免住商代免住
所

名 番氏番

は 証者証 又

号所称名号

道 公 報

年引１
住商代

律おの平

法な業

号

第、免成

公許表

告を年又

月名氏 ）の取３は 号者

か消８所称名 第日り
らす日

第

北

次 海

の 道

宅 告

地 示

建 第 変名１

更縦物

後新覧取
引 号

路供業

釧に

号

平
成１
十
四釧

年路

三

成

日和平公

北

東田成年

都

月規

開哉５道

市哲年海
則

発
株
式日第

会

山平札

道に

海）

社北号

市

成幌式下成幌

平札株
市会
リ紀９央

年白社正年中

ル８大

月区ア月区

９石
栄

北８

３ィ西

日通テ日通

道１道目

海目海丁

北丁

こ 条

幌興津 １日と札成島 第

輸成 の経あ市運 項をが

定し。石株厚 規過る白
北社 よも川会 にて区式

り申
出 公が

川す者
るい地 すな番 告

所

市務

称地都事

緑るの

水の所

位釧和治画の

計
、書地

市１町図在

路町
川と確

富目東のを

新丁
、りで

１昭町お知

士、

川

丁和

月

緑 八
日

路町水

釧和治

地

金

新丁、

市１町

曜

士、川

富目東

日

事づ

知基

丁和、

１昭町

石く

表

事

狩知
彰

第表
の

番知２

の
次
を
者
賞

号受

事番

知
事
石号石地

狩狩

第第

同北

、
は

き 。と１

号号

堀

に
定事

規知

の道

項海

な

目、愛）き

宅
、
り
よ

で

取、の

鳥町い

、宝国
、地

丁町宅

２端、

南川
取江取

鳥之物

、住建

目

愛

１新法

通、業

大町引

川
取、

鳥町
、宝国

目、
之

、住
目、
丁町
２端
南

と

１新
通、
大町
取江
鳥

３

取
物也

建
地達

決
り
お

成
平事日場

１２

丁橋

月
３
年件時所

、通和

目大昭

置昭、

っ

市江札札北議あ
争が

幌 幌海行

別市医を。 市 区道為た

村労う 平南 町療行 豊 ）

目大
丁橋

名市区区働旨

成科

平道
海
北

昭、
、通

学

問診協小

月賞

３術

年技

、平看療札川

医小ン協

札病道和護所幌通

協牧

し療

幌院勤通ス、ふ診

ー勤こ所

西、医りテ道

月リシ医歯、

区道協ク

院医寒ニョ協科道

病勤

療医

、協医ッン札診勤

道歯所協

道札院ク、幌

道道勤科、訪

勤幌、、

協療勤勤医診道問

医診

職の条病ン勤
道協

場北里道ク院、医

医ニ道勤札

海病勤リ、

北

療、協ッ勤医幌

道院

、協札区

育恵」ク医協

、会い道菊幌病

園和と

こ院、

函宮う勤水病院

森）協ど在道

館の。医

看医

央病本札も宅勤

中

平

病院部幌診

の

日成次

８

賃雇労そ
条他３業

金用働の年事
に

上確件の月所

引の
げ保の要
善に午い

等等改求日お
８、

要要等関前て

のの
にに要る時北

求求のす

海 関関求係

氏井喜神連働
合労
組、

調

又上田保会係

名合関
委 体法 行 団久孝整 執 は
名遠宏一

和 長昭 員

功科同同名

協療勤看

日
８

績学知年

協協も所医護

札所医医

に道つ老み、協ス

幌、

幌ー

し勤き人じ道札テ

内医にシ

訪医さ保台勤

訪施科協しョ

問協む健

護ま問設診もくン

看と

科う

スこ看柏療み歯と

、台診べ

テま護ケ所じ

テ、道歯療つ

ーいス丘

ョ問ー道勤科所、

シ訪

護協
ン看シ勤医診、道

務が所支北

院、事ひ療

訪

静健局し、援区

、老

問勤ン問

和く、訪道セ

念ろ勤看医タ看

記し道

き、ス

病、医護協ー護

海中テく道テ

院北協ス

医シ

根道央ーす勤ー

、

院ョ訪協ョ

室勤病シい

ふ

保者、ン問札ン

隣労

に争分道

院医道、看幌

す降療

るる関以医

すす
係問働

争争る本労

係係

合

海決連

北解合

争題組
ま組

事るの

知至会

道に

の隆律 技法

の員

堀で合

功 内之第 術

か
平第

、）

容労ら号
成
条

の
月項
２１

年第

道
海

北

日規

七知

六

、護ョ医協療道勤

堀
事

医協

道スン協札所勤医

み道協小

勤テ、柏幌、

勤丘な勤当樽

医ー道ケ

苫ョ医訪み医別診
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道送

山よ３。。

檜に年じじ

郡る月

江場

道及す江所

町は

差合日

び

間所者立び場差及

る
必差内字日

に江院所町

院送木

平北要病搬伏時

道資告業戸

成海な

年立格示務町

４江第等

地 １病号含番 月差４を

数物

北 か規。

日院にむ

者等

物差患量品

る江の
の寝病仕

等院等の

品病

延等

名患病具衣様

のの
の借

等のべべ

称者衣延

入 寝入

札 具れ

説 のに

項品

８事物

借係組組明

。

量
数

び
及
称

名
の
等

日

め町

認戸

は木

札伏

入字

な

地 。番 い

七 北九

２

伏郵後

字、午

立
道
海

町号

戸番時

木便

郵
送
よ 地－に 番

る
、 立海は 道北合 海場 北

資道 ９すの海 ら定）

道

北格立 月る

江

立す病 ま道有差 日海を

院。

病と

差こ

江る院 で

よ

れ１に

入る書

者
患

の

１当

る日。

係１る

に組

た価

当単

日の

１り

組た

病
差

江
立
道
海

北

単
の
り

立必 江

院
病

差
江

鈴
長
院

）
院

病 院差） 病江着 差

北
び

及
価

の
類

具
寝

の
等

隆
木

道
海



資平入等

地定争品

規１

自よ成格成札の

方に平

に種 及 治り

度加は

法、年び年参類

般月達にす、

施一３調

行

すい者に

令競８をおる

争日

北 海

海
北

立
道

ここ詳

寿 のの細

都 公入は

病 告札、

院 のの入

告 内執札

示 容行説

道 公 報

入入わな算契

問加アイ

たに

札札ずおし約名所

額に消消合関

金書、、
税金る

に記費費計す在

す等等額事称地

係載税

る

第

よ。っ契要そ号

にうあ

こ、書掲

る）て約開に
の とか作げ

第札
の とつ成る

要札 第に さ、の入 条時

る低否他及 １お れ最

号

特 札効
る 落有

す

９
平例 者な
成を の入
十定 決札
四め 定を

年る 方し

三法た

物北必め

昭入るてに定

に品海要る

和札

の立資の

年参等道なも
はす

令す種寿格と

政加
者病、る

第る類都

。

要締定

。必がに

号に院

資しる

下な結め

以
第 はは明

１ 予、書道

号

話で開よ

電定公に

立

号りる。

番あする

寿 、。
変都 更
－す病 る
こ －

院 と

き当１を

消る抜相に務

税額価額円担北郵

費金

道番

及は格は未当海便

のる立号

び、相、満す

費額該端組江

地消当当

方
消税代数織差

費等単金がの病－

税に価のあ名院

係）請る称

のきび北

以ると求と及

のて 北のび 項い

下課す

定２ 道格の 規、 海価こ

よ規 務あ告 にに 財で公

定す 則も定 り定 規るに
る のめ

格 和落入 た資 昭をる め
札札 そを

し 北と関 ぞ有 年者に れ

規

月則 者

八の

日

、
和 ち

昭 う
北 べ

年 す

金

道 の
海 て

曜

則 札
規 入

日

額
第 金

令を海うの

政格北よも

とめ立すし

」定道とと
当 いた寿る、

院定契 。病に該 う。都

るに 第長め約 ）

樫契よ
係達 ５

野に調 の

約り 条

が告

り
有

示
税るとは所海

。
る

得

そ地檜

消事こき、在道

税者。加の山

費業とに

」あす数江

等で算端郡

いかこ額町

とるる金差

。税切伏

う免とを字

の業費捨戸

）事消り木

取者税て町

のな 海すす れ

扱で等る

定者 規。条 予い 道るる
違 格し 第に 価の 則件
た
入 号反

入 ）、 以た 価札 。し 単

務札 の財 下

無 の則 務、 限規 財は 制
規

号
）
第 価

） 単
が

病の
道項
海１
北第
、号

を 第

のよ
業に
事定
院規

物

二般る 項

一す １

隆る

４

の競

出

びて格申申提

及め資

の

業る査先 請請 協い審

３

合き申名

組とののの

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

企該格局等 の号

。地 る当）番 いあ相。

をを

か額
医者北実天の

いる確務

成こ療で海に災代

平る
と法あ道納等行
よと

年。施る立入に者

則効 範第

２行こ寿で

」と 囲
２

。

いで各る

とす 内条
が

物の政政。道

資次と

等第 ず第行 格 品令 い令

う れ

指 要 のに

関例
にの
務そ
財り

法及

に。請称 時方

契資

在

て期所

っ時び

あの期
ば格出地

は及資れ資提
る

設方審な審す

、び格

ののなのこ

立法査ら査

に請。請に

際申い申と

） 協

格、、り

資ははよ

が同 第 同業中要長協 特

企は行組 ３ 組 例等小件

第 法同業、う合 条 合協
組等適官法

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

る一て

月規と都きりし

日院こ時確

１則。病
患。にで

現昭のと的保

者そき

在和

に
い厚の業こ

お年等のる

引省具の。

て生寝務と

北が

続第を行

き令類遂

き

件該競 の の も名 種条 条
１ す入 第 第 当争 ４ ４ 類
海こに 項 項 の北る札 ２

す 規 規 格道と関 の に 資

定 立。
る 下都指 に す 以寿る 定
者 病名 よ
な 格の停 競 で 資院を り

者道

成患海

平の北

約格
病

月寝都

３の寿

年等立

当行

にのの

日類院

８具

提な

有成該わ

を平

す

のば

者３先れ

る年出け

る日示ら

あ８指な

で月

り。

のらよい

もかにな

が
員でし

成ま成

構日作

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

立と

年）道難

２号海困

寝条都る

上９寿な

以第

院態

具の病事

類

指え

賃規が備

のに長に

及す定、

貸定
準日該

洗基るに

びるす

こ と者さ 入 い 」患止 争
。 うのて へ と い等れ 札

い 加

）具な 参

。寝い の
て

れ
さ

。 除

と 排

こ を

類

競等

般借者

一賃患

い

寝

争洗の

公をの

の務類

札業具

入
告含賃

八をむ借

〇行。
う）洗

間申

ののた

海約業

北契

をな類

数し書

半に請

過 い 等
法と」 と 業

占けを

はい う 協
律きと

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

びる

業適及す

事に時当

んて所を

営し場者

を合

こ
い

な
で

者
る

でいに業

病。

都む

寿含

立を

道務

院）



１
札調立

入アイ

平 に達調北寿数調

成 付を達海都量達

十 すすを道病予

四 るるす立院定

年 事物る寿の数

三 項品物都患量

北 海

北

次 海

の平 道

と成

当

立 ２資該

お 寿 に格許

り年 都

一３

規に可

病

般月

定係、

院

競８

する免

告

争日

る営許

示 資業、

道 公 報

６７

資資に有資格

資約資資
有

の格格係効格を 格

格

間、す の 有ののる期は

効効般の１る

効有有一

が

間期期競更の者
喪 期

失 及間間争新

第

行格再再な

をアイウば
請な

申 う資中を企申ら

す組しい 請 こ格小有業

有業る合よ。 の とを企

法と

です等者又う 方

が
きる協では

号

５

い
申 海審の

北格再次

資
寿再れ の 立のず 請 道査
病請由に

都申か 事

月 等品病者

八 の等院等

日

称名患病具

名ののの寝

借

び等のべ

及称者衣延

数の

金 量寝入
具れ

曜

借係組 のに

日

入

れ１
入る

第

札

格に登

２ 要関録

号 件し等
のり

該令取下

に法を以

当

れ」

な定さ札

し規消入

とるとい

こよたと

いに

に次
な可。。

と許きう

めい

当、札定の

びは入

契れ

期格落るず

該資の

にに

の有決約か

間を札

る当

新るの係該

更す定

のる

続認まもす

手と日
旨すあと

たとでこ

めで

組る業る

る者同あ協す

の合は

当合も組者

。の
該

格業限あ当

資企にで、

係合。資提

に組るる該

営除をを先

るを）格出

を。更す指

業く変有の

北す
当

院該

相）しる示

郡き

都引

寿で

道者

海る

新を

字格

町資

都き

寿続

組た
１当

る日
係１

に組
の
り
た価
当単
日の
１り

免を海

っ、）北

及
価
単

寿

き、施立

と許実道

た

院

等。病

録る都

。登す

に
合野

場
る樫

す
要長

を

めっ

通。たな

のるると

っ効き

あ有と

が、た

知

格

かの資

日間、

た期は

、う

のは失

１新を

ら更

でよ

続でた者に

に行。

の作

合るのそり

、あも

はを成し

又格構成

併資

変請

渡すを申

譲有員た

りでし類

よ者更書

にる

の出

継のも提

承そたを

う

町よ

栄得

し構

と
格
資
、
は
の
も
る 地す 番

道
海
北
び

査
審

よ。っ契要そ

すにうあ

第 こ、書

特る）て約

る

とか作

例

の を

とつ成

て二

い
お隆

さ、の 条 定

７８９

、

札交交札効

電否入落有

付の入 入 報説者な

子 電

を の よ書決札 札 に明付

い

めな

定わ

るの場方定

５６

契。

る

札

入開開札便郵

入入郵

保 札札札証にに

保等便

し

日場日はるる

金よよ

け

者員な

た成

２３４

資れ

海札入

入平借契北入

賃

札成約

洗条道執 に

項寿行札

場場

加北業を都の

参年

請
申
再
の

す海務示郡 期場

す
を約入

達
調契納

否他 １ るれ最要 第 め る

海価 の 則北の 項 規る低

規

務あ に 和財で 定 昭道格

よ

海の 定 北則も り 年規る
札 そ 規和落 た 道昭を め

則

付所法法た

入交方し 可

う

認関の

はに者

札否

場、

なる海のち

めす北

でべ

。項寿所す

い事道
都す入

寿付の

郡交て

都

免札札

、入入

証

町る札

るめ

す認

除を

時所時金

平

同同。

郵成にに。る

送
よ３。。だ

に年じじた
、

る月し

場

道をす寿所

は度

合日再

町び

者立含場都及所

る

北

必都。字日

に寿む所

な院の栄海

要病）新時

寿

資告資町道

格示格

都

号す寿 地 １有郡 番 第を

所

物

海 規こ町 北 にる都

成海

病仕平北

の
等
品間

道

衣様

延等
入月都

４寿

べ年立

札１病

説日院

北と ぞ 第年者 れ

明か 組

れ

規。 予 ）道る の 号海す

則定 第

第価
格 号

号 第

八 。単 １

一

規の

下 の）

以価 項

栄
新額

字。金

財 定制

価

町単
）

道道 海海 北北
、 地が 番

後札

、午入

事 寿院 立病

号め

番時認

便２は

郵

郵な

送い

よ

－に。

る

定と字

道、

海は

北合
場

北町 寿 る栄 立 す。新 道
都 海病

海 病北 都
寿地 立院番 道

９

書ら

者寿 患立 の道 院

よ月

に
る

規 よの

務 に限

で
ま

。日

で

と の内

」 そ囲

則 り範

に
務

財 院の 病業 都

例い ）
院

病
都）

寿着

立必

関 の
類

具
寝院 の病 等都



２
格 品い令

資物の政

資次

等ず第
れ 要 の

格類件該の も 種条 に

北 海

規１

契

に平資平入等

定争品
に種

よ成格成札の

及 り

調度加は

、年び年参類

般月達にす、

一３

すい者に約

競８をおる

争日

道 公 報

北

地 海
道方
立自 ここ詳

紋治 のの細

別法 公入は

病施 告札、

院行 のの入

告令 内執札

示 容行説

第

所

入わな算契

問加アイ

、、たに

札ずおし約名

費計す在 に消消合関

書

事称地

載税税金る

記費
す等等額

号

開に入
号

平札掲札

成のげ金
十時る額
四に入に
年お札係
三

送北る１ す第 当４ 及る

患約海業海こ項 の契北
を立。規 者道務道とに

む別す の紋含紋定 等立
）院者 具病。病る 寝別
資患な のののので 類院

に定

こ 借者格者い 賃患

る平

札物北必め

入るて

参等道なも成

に品海要

加の立資の

別はす３

す種紋格と年
。８

者病、る月

る類

要締定に

必がに日

に院

資しる般

な結め一

第昭 はは明

１ 予、書道和
号 定公に

で開よ立

令 りる。

政 あする

年

紋

変

第 、。

別

。 す

号 更

病

下 こ

以 る
院

き当１を

る抜相に務

と
話

額価額円担北郵電

金

道番番

は格は未当海便

のる立号号

、相、満す

費額該端組寿

消当当

税代数織都

－ 等単金がの病－

に価のあ名院

－ 係）請る称

ると求と及

課すのきび北

い

月てび消

八、こ費

日

地

規告び

に公及

２の税

す定方

定に

金

資る費

るめ消

曜

を札
格入税

日

と 等等

し関下

有に以

寝下寝。 洗の以の

業具具

び賃」

及の格

務類資類

内い

院借と
。

搬洗う

も競
を及

務務

業業）

送

と入

を海うの争

格北よ
、の

め立すし札

定道と
当公

た紋る

院定契を

病に該告

。別

契よ北

るにう

長め約行

達立

川に調道

約り海

及

係

政 が告

」 り

令 有

示

第
）
。
う 。い る

と 得

５
の

条

き、在道

税るとは所海

の都

業とにそ地寿

事こ
す数寿

で算端郡

者。加

字

かこ額町

るる金都

あ
税切新

免とを

業費捨町

事消り栄

者税て

なす

で等る

等

の件税

者条費

いる消
しい 入反と た違」 しに

務札） 財入。 、たう 札

含び

無扱 則、取 規はの

５
）搬

。内

む院

北格再次行格

資をアイ
小有

申 海審のう資中を

とを企す 請 道査いこ格

再れが有業る の 立のず

る病

一す別

郁るを紋
紋

４

競物院

雄般

出

びて格申申提

及め資

の

業る査先 請請 協い審

第
合き申名

組とののの

３

の
項

１

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

相。番

企該格局等 の号

をを

か額。

る当）地 あ

医者北実天の

いる確務

成こ療で海に災代

平る
と法あ道納等行
よと

年。施る立入に者

効い 第

２行こ紋で

と
。
各る
す 条

う

第行

令が

政。道
と

指

協で

別申かです等者 事

る者同あ

病請由にきる
当合も

当。の組る

院該

海る該の

北す

紋で格業限

道者資企に

市き係合。

別引に組る

町き営除を

緑続るを）

。請称 時方

５資業く変

所

っ時び

あの期法及

に

地

は及資れ資提在

て期
審な審す

、び格ば格出
のこ

立法査ら査る

設方

請に

際申い申と

ののな
、、り

資ははよ

に請。

同業中要長協 特） 協

格
組 ３ 組 例等小件が同 第
業、う合 条 合協企は行

組等適官法 第 法同

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

る一て

月規と別きりし

日院こ時確

１則。病
患。にで

現昭のと的保

者そき

在和

に
い厚の業こ

お年等のる

引省具の。

て生寝務と

北が

続第を行

き令類遂

き
札 ２入 第争 ４競 の名 条

指 に

る 定す 規関 のに 項

格を。更

停 競

を り

名 よ

得続でた

目を相）し

丁

う合るの

番よ、あも

６

はを

す又格

号と併資

８

はにる

の渡す

も譲有

る

行

格承そ

資りで

、よ者

提な

有成該わ

を平当

す

のば

者３先れ

る年出け

る日示ら

あ８指な

で月

り。

のらよい

もかにな

が
員でし

成ま成

構日作

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

立と

年）道難

２号海困

寝条別る

上９紋な

以第

院態

具の病事

類

指え

賃規が備

のに長に

及す定、

貸定
準日該

洗基るに

びるす

い の

て へ

れ 札

さ 入

止 争

と 排

こ を

い 加

な 参

八。 除

二

査し構

審継の

い
て

れ
さ

申
再者員

のた成 に請

過間申

ののた

請資 占けを

をな類

数し書

半

律きと い 等
法と」 と 業

はい う 協
和２。 組）

昭、う 。 同

にの） 合

びる

業適及す

事に時当

んて所を

営し場者

を合

こ
い

な
で

者
る

でいに業



賃

２３

調契納札成約

入平借契

平 洗条 達に

成 項 を約入参年

十 す加北業を

四 る期場す海務示

年 物る道及す

三 品間所者立び場

北 海

１

北紋数調

札調立

入アイ

付を達海別量達

に達調
す立院定

すすを道病予

患量

事物る紋の数

るる
項品物別

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成

当

立 ２資該

お 紋 に格許

り年 別

一３

規に可

病

般月

定係、

院

競８

する免

告

争日

る営許

示 資業、

第

６７

資資に有資格

資約資資
有

の格格係効格を 格

格

間、す の 有ののる期は

効効般の１る

効有有一

が

間期期競更の者
喪 期

失 及間間争新

号

な

申 企申ら

再再な

ウば

合よ。 の 組しい 請 業請

は法と

又う 方

月 等に紋院所

八 の必別内

日

海な院送

仕平北要病搬

道資告業

様成
等
４紋第等

年立格示務

金

札１病号含

入月別１を

曜

明か規。

説日院にむ

日

病者

に９すの

書ら定）

のの寝病

の等院等

等品

延延

称名患病具衣

名の

借

び等のべべ

及称者衣

数の

量寝入
具れ
のに

入

れ１
入る

借係組組

第

札

格に登

２ 要関録

号 件し等
のり

該令取下

に法を以

当

れ」

な定さ札

し規消入

とるとい

こよたと

いに

に次
な可。。

と許きう

めい

当、札定の

びは入

契れ

期格落るず

該資の

にに

の有決約か

間を札

る当

新るの係該

更す定

のる

続認まもす

手と日
旨すあと

たとでこ

めで

で、

合は

組者

業る

協す

を先

格出

資提

る該

あ当

よ月る資

る示

す指

有の

北格 る
で立す

ま道有

。日海を
患
の
院。
病と
別こ
紋る

当
る日

係１
に組

の
等
者

価
当単
日の
１り

組た
１

っ、）北

及
価
単
の
り
た

施立

と許実道

た免を海
病

録る別

。登す紋

き、
場
る及

す
要長

を院

等。

。たな

のるると

に
合川

あ有と

が、た

知めっ

通

資

日間、

た期は

っ効き

は失

１新を

ら更格

かの
、う

の

作

そり

でよ

者に

に行。

請

を申

員た

成し

構成

の

出

も提

たを

し類

更書

変

の
類
具
寝

の

開に入入わな算

号問加

、、た

札掲札札ずおし

る額に消消合

のげ金書

海
北
び

入に記費費計

時

道

よ。っ契要そ

すにうあ
、書

特 効る）て約

る 有
入とか作

例第 なこ

の を

札とつ成

雄

い
お郁

をさ、の 条 定

７８９

、
て

郵電札交交札

電否入落

明付付の 入 便報説者

子

方定 の よよ書決 札 にに

るい

めな

定わ

るるの場

５６

契。

等 札

入開開札便

入入郵
る

金よ 保 札札札証に

保

４
れ
け
な
し

日場日は

紋行札

道執

海札入

北入

載税税金

に 市場場

別の

い及るす等等額

お札係

き当１

てび消る抜相に

の税額価額円

、こ費金

、満

に公及は格は未

２

地消当当の

規告び、相

数

す定方費額該端

定に

るめ消税代

価のあ

資る費等単金が

を札係）請る

格入税に

否他 １ る しれ最要 第 め

の 則 者北の 項 規 たる低

規 の海価

に 和 ち財で 定 昭 う道格

、務あ よ
定 北 べ則も り 年 す規る

海 ての

規 入和落 た 道 の昭を め

札 そ 則 札

否付所法法

入入交方 可

認認関

をはに

札札

場

るなる海の

めめす北

で

た。項紋所

。い事道
町す

、緑付

し市交

だ別

金免札

、入

証

度５る

再

る
す
除

時所時

同同

務成にに。

庶平

課

月
３。。

）年じじ

丁日

５び

町及所

緑所

日

６海

目時北室
よ

号別に

８紋送

番道郵

道５合

海町場

北緑る

市

すのき

有に以ると求と

なす税るとは

し関下課

とにそ

いる消事こき、

件税者。加の

者条費業
あす数 しに等で算端

の
入反とるる金 た違」

八 札しいかこ額

三

入。税切 、たう免とを

財

の業費捨 務札）事消り

額北と ぞ 第 金年者 れ

は

れ 号海す

第 価規。 予 ） 単道る の

）則定

が第価
格 号 、
北号 第

の）

道以価 項

海。単 １

院規の

病下

６

札目

入丁。

事財 定制

。北

い
な号

め８

認番

は

時
１

後
午

病
別
紋

立
道

海

分

立丁は

合
場

る
よ

に
送

郵

番

病番便

別６郵

紋目、

号号

院８
北
海－

道
立

取者税て 規 病海

別北

紋

相。 第無扱で等る 則、
効いあ

とる当）

。

各るをを

すか額。 条

り範

の規 よの

業務 に限

にと の内

務」 そ囲

財則

、
は

課
務
庶

院

関例いで

棟別

別紋
立

院道

）
着

必

議院

会病



。道平る医者北

といる
あ道

令が成こ療で海

政

と法 第行
う年。施る立

指２行こ北

則。病 の名月規と見 条

競１

北 海

２
品い令

契資物の政

資次

等ず第 格
れ 要 の

約格類件該の も 種条 に

道 公 報

資平入等

地定争品

規１

自よ成格成札の

方に平

に種 及 治り

度加は

法、年び年参類

般月達にす、

施一３調

行

すい者に

令競８をおる

争日

第

海
北

立
道

ここ詳

北 のの細

見 公入は

病 告札、

院 のの入

告 内執札

示 容行説

号

契
アイ

平約名所

成に
十在 関

四す

年る

三

争日院 ４ 事称地

札在和患 ２入現昭の 第

者 項にに
すい厚の 規関お年等 の

指引省具 に

るて生寝 定

を続第を り

名き令類 よ

北 競停き
さ年）道 入

止２号海 争

の北の北る１ す第 当４
とに 成患海資海こ項 平
者道格道規
定 年等立立。

寝見下見す ３の北以北

者 ８具病病る 月
のの格ので 日類院資院
と者い 一賃患」患な に

こ 般借者

物北必め

昭入るてに定

に品海要る

和札

の立資の

年参等道なも
はす

令す種北格と

政加
者病、る

第る類見

。

要締定

。必がに

号に院

資しる

下な結め

以
第 はは明

１ 予、書道

号

話で開よ

電定公に
立

号りる。

番あする
北 、。

変見 更
－す病 る
こ －

院 と
月務

八を

日

号

す道番

当海便

担北郵

組紋
る立

金織別
の病－

曜名院
称庶

日

れ以第立 札

び課北

及務

い寝条見 の

て上９北 へ

院 加

な具の病 参

い類
と賃規が 排

このに長 を
れ

及す定 さ

。貸定指 除

準日 い

洗基る て

びるす

い等

業適及 者

事に時 る
と 競等
寝。寝。 争洗のうの

の務類類

札業具）具

入
。
をむ借

告含賃

公をの

行
う）洗

立を

道務

海約業

北契

令を海うの

政格北よも

とめ立すし

」定道とと
当 いた北る、

院定契 。病に該 う。見

るに 第長め約 ）

夷契よ
係達 ５

岡に調 の

約り 条

が告

り
有

示 別

地紋

在道

所海

。
る

得

号
８
番
６
目
丁
５
町
緑

市

所 い

営し場 な

を合び で

６

こでいに

んて

再な格資資に

ウば資約
る

申 企申らの格格係

再

有有一 請 業請な有のの

。期効効般 の 組しい効

院）

病。

見む

北含

合よ

５
北格再次行格

資をアイ
小有

申 海審のう資中を

とを企す 請 道査いこ格

再れが有業る の 立のず

る 項

一す １

迪るを 第

北

４

の競物

彦般

出

びて格申申提

及め資

の

業る査先 請請 協い審

３

合き申名

組とののの

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

企該格局等 の号

等行

に災代

実天の

確務

期競 方

でよと

入に者

納

法と及間間争

又う間期

る当、札

協すびは入

は

は期格落

組者該資の

業

当の有決

で、間を札

合

提新るの

る該更す定

あ

先続認ま

格出手と日

資

です等者 事

有のめで

を

請由にきる協で

見申か

の組る

院該る者同あ

病

る該の

北す当合も

当。

海
北で格業限

道者資企に

市き係合。

見引に組る

栄き営除を

高続るを）

。請称 時方

西資業く変

所

っ時び

あの期法及

に

地

は及資れ資提在

て期
審な審す

、び格ば格出
のこ

立法査ら査る

設方

請に

際申い申と

ののな
、、り

資ははよ

に請。

同業中要長協 特） 協

格
組 ３ 組 例等小件が同 第
業、う合 条 合協企は行

組等適官法 第 法同

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

保

こ時確

る一て

きりし
こ

のる
そき

。にで

と的

たと

が
行

遂
の。

務と
業

者にのる

る示旨す

す指

の作が

そり知

でよ通。
日

員たた

成しっ

構成あ

類１

更書ら

変請か

を申

し

町格を。更
たをの

し
も

丁得続でた

１を相）
資

１う合るの

目よ、あ

るはを

２す又格

番と併

はにる

の渡す

も譲有

号

行

格承そ

資りで

、よ者

提な

有成該わ

を平当

す

のば

者３先れ

る年出け

る日示ら

あ８指な

で月

り。

のらよい

もかにな

が
員でし

成ま成

構日作

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

備
に

態
事

る
な

と
難

困

八え

四、
該
に

る

なめ

し定

の出に

も提

成

査し構

審継の

れ契

け 申
再者員

のた に請

過間申

ののた

請資 占けを

をな類

数し書

半

律きと い 等
法と」 と 業

はい う 協
和２。 組）

昭、う 。 同

にの） 合 業
を
者

る
す

当



４

海札入入開開

北入

平 道執

成 北行札札札札

十 見の

四 市場場日場日

年 高所

三 栄及所時所時

北 海

賃

２３

調契納札成約

入平借契

洗条 達に

項

す加北業を

を約入参年
道をす

る期場す海務示

品間所者立含場

物る

道 公 報

１

北北数調

札調立

入アイ

付を達海見量達

に達調
す立院定

すすを道病予

患量

事物る北の数

るる

項品物見

第

北

次 海

の平 道

と成

当

立 ２資該

お 北 に格許

り年 見

一３

規に可

病

般月

定係、

院

競８

する免

告

争日

る営許

示 資業、

号

７

有

効格を 格

有資格

資資

喪 の１る

間、す の 期は

失が

更の者

新

月 西び

八 町日

日 １時北平

同同

丁海郵成にに

目道送
よ３。。

１北に年じじ

番見

金 ２市る月

号高場

曜

北西は

栄合日

日

む所

道１郵後

海町、午

要病）

の必見。

等に北

様成海な院の

病仕平北
道資告資

衣
延等

４北第を

べ年立格示格

入月見１有

札１病号す

説日院にる
。

書ら定と

組明か規こ

等院等

等品病者

に９す

名患病具

名ののの寝

の
び等のべ

及称者衣延

称
数の借

量寝入

具れ

のに

入

れ１

入る

借係組

第

札

格に登

２ 要関録

号 件し等

のり

該令取下

に法を以

当

れ」

な定さ札

し規消入

とるとい

こよたと

いに

に次

な可。。

と許きう

約か

契れ

るず

めい

定の

のる

もす

る当

係該

にに

番時

立丁便４

あと

でこ

見１号

北目

病番郵
送 院２

よ

号－に
る 北

道、

立海は

道北合

海場

よ月る

病北着

見立必

北

北 る

病
見
北

で立

ま道

。日海

１

北に組

の
等
者
患
の
院

組た

立１当

道る日

海係

院当単

病日の

見１り

北

及

岡価
単

夷の
り

長た価

施

と許実

た免を

っ、）

を
等。

録る

。登す

き、

たな

ると

に
合
場
る
す
要

期は

効き

有と

、た

めっ

は失

新を

更格

の資

間、

）
院
病

院見）

行。

、う

名所のの細

ここ詳

アイ

のの入 在告札、

公入は

の
類
具
寝

に入入わな算契

号問加

に

札掲札札ずおし約

開

消合関

のげ金書、、た

記費費計す

時る額に消

道

彦海
北

迪び

入に

よ。っ契要そ

すにうあ
、書

特 効る）て約

る 有
入とか作

例第 なこ

の を

札とつ成

、
て
い
お

をさ、の 条 定

７８９

子 電札交交札

電否入落

札 に明付付の 入 報説者

わ

るの場方定 の よ書決

５６

。
い
な

保等便 札

札便郵

入入郵

はるる

金よよ 保証にに

は明

称地容行説

内執札

北郵電定公に

予、書

は

番あする

海便話で開よ

、。

立号号りる。

道番

北

変 見

更
す － 病－

院

る －

事

お札係載税税金る

に

相に務

い及るす等等額

金き当１を

てび消る抜

の税額価額円担

、こ費

す

に公及は格は未当

２

当のる

規告び、相、満

費額該端組

定に地消当

るめ消税代数織

す定方

あ名

資る費等単金がの

）請る称

格入税に価の

を札係

否他 １ る しれ最要 第 め

の 則 者北の 項 規 たる低

規 の海価

に 和 ち財で 定 昭 う道格

、務あ よ
定 北 べ則も り 年 す規る

海 ての

規 入和落 た 道 の昭を め

札 そ 則 札

札否付所法法

入交方 可

認関

はに
事道場

なる海の

めす北

付

市交

見で

。項北所

い

札

、入入

証

西る

栄す

高

る

るめ

す認

除を

金免札

こ

度
再

、
し
だ

た
。

。

と 北

が
。

市る

見得

北り

道有

海
栄

高

八 西

五

以ると求と及

目
丁

１
町

し関下課すのきび

有に

なす税るとは所

そ地

いる消事こき、在

者。加の

者条費業とに

数 しに等で算端

の件税

反とるる金 た違」あす

免とを 札しいかこ額 入
財入。税切 、たう
の業費捨 務札）事消り

額北と ぞ 第 金年者 れ

は

れ 号海す

第 価規。 予 ） 単道る の

）則定

が第価
格 号 、
北号 第

の）

道以価 項

海。単 １

院規の

病下

１
目
丁
１

町。

事財 定制

札
入

北
立
道

海
北

号
２
番

号
２

番
１

。
い

な
め
認
は

で等る 則、取者税て 規

効いあ相。 第無扱

とる当）

。

各るをを

すか額。 条

り範

の規 よの

業務 に限

にと の内

務」 そ囲

財則 院
病

見

関例いで



３

北実天の下

確務資中以

要企 海に災代
格小

に者小 件業 道納等行中
協 羽でよと企 の等 立入

て例等
同 幌きりし業 特

病る一

北 海

政。道平る医者

といる
法あ

令 令が成こ療で

政

と 第 第行
う年。施る

指２行こ
則。 の の名月規と 条 条

競１

道 公 報

２
い

の契資物の

等資次

品

要 の はれ 等 類ず 格 品 種

も 種

、に

に約格類件該

第

規１ 北

地定争 海

に平資平入 道

よ成格成札

方
立

に

自

及 り 羽治
、年び年参 幌

一３調度加

法
病

般月達にす

施
院

競８をおる

行
告

争日すい者

令
示

号

平
成
十
四
年
三

的保同
合 院こ時確協

組

患。にで組
法 のと

和 等のる」
昭 者そき合

の業こと
法 具の。う

年 寝務とい

が及
第 を行）

律 類遂。

北
海困び

争日 ４ ４

道難中 号

札在和 ２ １入現昭 第 第
項 項にに

すい厚 規 規関お年 の に

指引省 に するて生 定 定

を続第 り 者名き令 よ る
競 で停き

さ年） 入 い止２号 争 な

む北送北る

めす

定当
こ

も成。海業海こ

る平の
）道務道と

患
者 の

を羽

等 と年契立等立。

る月幌含幌

の す３約羽
院。院 具 。８病む病 寝

患の患 の にの）の 類 日
般者資者 賃
一

入るてに 第

札物北必

昭
１

に品海要

和
号

政加の立資

年参等道な

第る類幌は

令す種羽格

者病、

要締定

。必がに

号に院

資しる

下な結め

以
月
八道
日

立

羽
金幌
曜病
日院

業 ３

羽な企 第

立と小 ）

院態体 に

病事団 条

幌る

織 す

が備組 定

長にの 規
関 中

定、に る

指え

業

日該る 企

るにす 小

す

以第 札

及す律 等

時当法

寝条 の 。て上９ へ とれ

加

な具の 参

い
い類

定 除

と賃規 排

このに を

基 て

びる れ

及す さ

。貸

準 い

洗

等格等 借

業適 者

事に る

争のの

競
入寝以寝 洗

業 の類類

札具下具

借」

及 告賃格

務 公の資

院 行と

び を

う 内 う洗い

業
道務） 送 海業。 搬 北
立及

令を海うの

政格北よも

とめ立すし

」定道とと
当 いた羽る、

院定契 。病に該 う。幌

るに 第長め約 ）

佐契よ
係達 ５

藤に調 の

約り 条

告

示

びる協

所を和 組

場者昭 同

に業合
７

資資に有資格２

約資資
有規

格格係効格をに 格

間１す定 の ののる期は

効効般ののるす

有有一

い

んて い

営し な

を合 で

６

こで

格再再し格

アイウ成資
申有

申 資中を企申たの

組し請効 請 格小有業請

業る合よ書期 の を企す

病内 を
幌院 等
羽び 務

有

５

院含搬

のう

提北格再次行

資を

請 先道査いこ

申 出海審
羽再れが の の立のずと

般る 項

一す １

るを 第

名

４

の競物

卓

経中びて格申申

及め資

業る査請請 済小協い審
申

業業組とののの

産企
局等合き

はげ

律て掲

法いに

年つ
、る

第
当資

者る

喪 該格 号

争新に失が資

期期競更
めの要

は入定次格

間間

契ずに

資のるい件

、札

にか当

を札約れ該

格落

る該な

す定係にし

有決

のすこ

と日も当い

るの

類間 方

めででると

認ま

は法とを及

す等者又う

者同あ協す提び

る協で

者し該

の組る業る出当

該の合はな期

当合も組

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る

称幌申かで 事

業く変有

び院該る

及病請由にき

海る

のば在北す

所当。

な苫で

示ら道者

指な地

続

り。郡き

よい前引

に

時方
し町資

成幌き

作羽

同あの期法

長協に。請

資

う合て期

行組っ時

が

び格ば格

官法は及資れ

需３設方審な審

公第、

のなの

適条立法査ら査
請

組４際申い申

格第の

のに資はは

合号に請。

件 第中要 ）

証掲格、、

等適 第業、 条企は ３小
７
組な 第
同し 項

協用 １
げ
協 掲

は に
又。 号

合い

するとな

たとあこと

業

。めなた

のるたとっ

旨

。

が有たき

知、っと

通

、

た間は

っ期き

あ効と

はを

ら新格

か更資

日の

を。更す書。

の、失

１

続でた者の

相）しる類

合るのそ出

、あもで提

成、

又格構に

併資の先

渡すを該

譲有員当

はを

し先

よ者更出

にる変提

を

た栄格

承そたの

りで

得

申町

請
提す

をと

類地う

書番よ

と、

こは

るの

すも

出る

に

明げを平次
よ格

に資

掲

をる有成

有企す

る組者３る

す業る年げ

きあ８請

と合で月申
の

下もか類

。以る日書

のら

提 企が

でに

組成ま先

業構日出

次 組
が 業
合 協
組 る

合員

い
の 合

か
れ 下

ず 以

八に 協

六

行う

る 」
す 合
当 組

該 業

契
る。

めい

定な

にわ。

成に

し構の示

継のも指
り

者員よ

た

な再

わの

行査

り審

資作

間当

」のの、
れ請

け申

う数し提

い半に該

と過

と と

）占け先

。をな出

にの
２ ）

、 。
は う

き い
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札

入開開札便郵

入入郵

平 保等便

成 保 札札札証にに

十 金よよ

四 証 日場日はるる

年 、入入

三 時所時金免札札

北 海

３４

約海札入

平借契北入

賃

成

洗条道執

項苫行札

示郡場場

北業を前の

年

幌及所

道及す羽所

海務

立び場

道 公 報

２

調達に

立調契納札

イ入
加

幌量達を約入参

羽数

る

院定る期場す

病予す

患量品間所者

の数物

第

１

北

と成札調

の平入ア

次

に達調 お

すすを道

り年付を達海

る羽

般月るるす立

一３

争日項品物幌

競８事物

号

海
北
道 当

立 資該

羽 格許

幌 に可

病 係、

院 る免

告 営許

示 業、

月 除を

八 す認

日 るめ

同同。

成にに。る

平
３。。だ

年じじた

金

、

月し

曜

度

日再

日

日

羽院所町び

後札

午入

病搬町時北栄

幌内栄

郵町 海 院送

道 告業番送

第等よ地

苫 示務地に番

含海場北

郡 １を北る

前

は道

幌 にむ道合海

羽 号

栄 定）羽、立

町 規。立

必

者等に

町 すの幌郵羽

な

の寝病仕平北要

等の

道資

病具衣様成海

衣延延等

幌

借４羽

のべべ年立格

入月 入

札１病 れ

説日院 に

に９

る書ら

係組組明か

の

札の等院

入等品病

１

名の

び等

下及称者

以称名患

との

」具

札量寝

入数の

。れ

う入

い借

第 に登

２ 関録

号

規消

のり

令取

法を

し等

許き

ると

よた

にれ

定さ

め

時認

２は

可。

合
場
る
よ
に。

送い

郵な

る資病便幌

着
必
、
は

を庶号院 番 北格院番病

道有務庶 地 海

務 立す課

） 海 羽る－課 北

幌こ道 病と

病

患海 幌

の北 羽

院。立

よ月

の前 １

等苫 院

者道

組
１る

単
の
り
たで

当ま

日。日 実道る

を海係

）北に

価

日

る幌１

す羽組

施立１
単

佐の
り

長た

院当

。病 等
録
登

、
許

免
、

及

藤価

規

）

に
合
場
る
す
要
を

北

地定 海

に 道

よ
方
立

り
自 詳

緑

、
治 細

ケ

一
法 は

丘

般
施 、

病

類幌 議

具羽 会

寝郡 階

入

の室町
のの

な算契ここ

加アイ

、たに公入

おし約名所

計すのの 在 消合関告札

費

開に入入わ

契要そ号問

金書、

札 書掲札札ず

約

時 成る額に消 のの 作げ

道

卓海
北
び

の入に記費

すにうあ

９
効る）て

る 落有よ。っ

例第 者なこ、

特 交交札

付付の入とか を

決札とつ

い
お

場方定をさ、 条 定

７８

、
て

明 入 報説

子 電札

電否入

競
行 るの の よ書 札 に

院

争
令 札

告 説

入 示

札
昭 明

第 書道

に
和
１ に

立参 号

政 る加
年 よ

緑
第る

令 。す
ケ者

号に 丘

要
。必

病

称地容行

税金る内執

以

予、

相に務はは

等額事
円担北郵電定公

当１を

す

は未当海便話で開

額

号りる

、満す道番番あ

端組羽、。

当のる立号

該

変 代数織幌

更 金がの病－
－す のあ名院

る － 請る称

るす等

お 要札係載税

に

き

てび消る抜

い 否他及

格

２の税額価

、こ費金
当

規告び、相

に公及は
税

す定方費額

定に地消

るめ消

格入税に価

資る費等単

を札係）

るべ １ る 方しれす 第 め
則 者北て 項 規 所法法た

規 の海の の

う道入
に 和 海のち財札 定 昭 北
道場、務金 よ

でべ則り 年 苫所す規額

北 前

海 郡交て単 定
和） た 道 羽付の昭価 め
が そ 規 幌す入
則 町る札

認関

はに

札否付

入交 可

下な

。項

い事

なる

めす

資 院

政格

告

」定
令を

示

。
う。 いた

とめ

八 ）七 第

求と及こ

条

と のきび北

が
り

き、在道有

とは所海
郡る

加の前得

にそ地苫
町

る金幌

す数羽。

算端
切町

とを栄

こ額
消り

課す

有に以ると
費捨番

なす税る

し関下

者条費業と

いる消事こ
あ しに等で

の件税者。

しいか 入反とる た違」
事 財入。税 、たう免 札

金年最 れ

はの業 務札）

町額北低 ぞ 第 栄。

れ 海の 号
価規格 予 ） 番単道価 の

）則で 定 第 地
北が第あ 価
る 格 条 海、

道北号も 第
以を 価 項

立海。の 単 １
規の

幌病下落 の）

羽道

病院札

１
第

５
の

院事財者 定制

）
相。

等る
税て地

の
項

で 則、取者 規

を
額。

当

効いあ 第無扱
とる

と に限

。
各るを

すか 条

範

務の規す よの

庶業務

務」。 そ囲

課財則る り
関例いで

にと の内



年つ
掲経中び

法 中以いに及

企はげ済小協

律 小下て
第

業中、る産企業

等小当資業業組
に ） 協企該格局等合 号

が同あ 第 同業中要長協

等小件

北 海

３

者北に天の

いる所務資

こ療で海確災代
格 る医

者件 と法あ道実等行要

納よとの 。施る立にに

規とケ入りし特

行こ緑

則。丘で一て例

道 公 報

２
物の政政。道平

資次と

格 品令 い令が成

等第 ず第行
う年 れ

指２ 要 のに

競１ の の も名月 種条 条

類件該

第

成入等契資

平争品
競物

札の
、

に加は

度参類

年に種
約格

おす
いる

号

成格

平資
１

平及

成年び
十３調
四月達
年８を
三

協企は行組っ ３ 組 日す

第 法同業、う合て 条 合
組等適官法は
設 項 昭合協用公第、 １

適条立 第 和」同し需３

と組な

際 号 年い合い格第の ７

合号に に 法う又。組４

第）協のに資 掲 律。は

及業証掲格 げ
び組明げを る

き時確

中合をる有 協 号

病

和のこにで

昭院る的保

患とそき
と

厚等業こ

年者。のる

令具遂

省寝の。

生の務

をが

第類行

争日 ４ ４

）海難

号北困

札在 ２ １ す入現 第 第 当

の に 海こにに 項 項 北る

立。すい 規 規 道と関お

ケ指引 に す 緑るて 定 定

病を続 り 者 丘名き よ る

の止２ 争 な 院停き 競 で

定

て者に

こ 患さ年 入 い

海必め平院む北搬

北に

道業

の 道要る成。海送

） 患 立なも

緑等

者 緑資の年契立務

す月ケを

等 ケ格と３約
寝 病、る８丘含

の 丘は
。日病む
の）

類 がにに院。

具 院

賃 結め般患の の 締定一

月る

八物

日

類
種

の
等

品

金

曜

日

組 第
小が有企す 業 ）

北

る組者 合 ３
企次す業る

団いと合で 条
業の

体ずきあ 以 に

下も 定
のれ。以る 下 規
組か

織にの 協 す

業構 組 中
に該企が 業 る

」 企
すす組成 合 小
関当

法と」の と 業
るる合員

な

第道と

律きと過 い 等

丘態

のケ事

条緑る

９立

、

定長え

規院備

に病に

すが
る当

準す該

基定に

る指

へ と 者れ以 札

適日す

に

具 参

のい寝 の 。 等て上

類この を

具い類 加

寝な
び れ

及 さ

。貸 除

と賃 排
い

洗 て

借 しる競者資

業 者

事 る

よも争等格

洗 うの入の

とと札寝以

る、公類 業 すしの具下

当告の資 務
行借」 び に該を賃格 及

め約うと 院

定契

う 搬

るに北洗い 内
業

約り道業。 送

契よ海

ケ
緑

立
道

海

に調立務）

い半 う 協

藤
伊

長
院
病
丘

は

。を 組）
昭、う数 。 同

にの）占

和２

合

北

次 海

の平 道

と成

当

立 ２資該

お 緑 に格許

り年 ケ

一３

規に可

丘

般月

定係、

病

を

し及者

合時る

する免

６７

い場業

てび

資資に有資格

資約資資
有

の格格係効格を 格

格

間１す の 有ののる期は

効効般ののる

効有有一

こで
ん い

営 な

を で

期

行格再再な

をアイウば
請な

申 う資中を企申ら

す組しい 請 こ格小有業

有業る合よ。 の とを企

をケび 等

係達緑及 務

が

る病含内

一す丘院 を

る

５

般

海審の

申提北格再次

資
のず 請 先道査い 請申 出

寛
哲

名緑再れ の のの立

４
る査請 い審

て格申

め資

競８

き申
とのの

院

争日

る営許

告

入

資業、

示

札

格に登

第 要関録

２ 件し等

以 号

当のり

該令取下

に法を
れ」

な定さ札

し規消入

とるとい

こよたと

いに

者
喪

争新に失が

間期期競更
めの

びは入定次

及間間

契ず

該資のるい

当、札

にか

間を札約れ

期格落

る該

変す定係に

の有決

のす

手と日も当

更るの

又う 方

めででる

続認ま

る協では法と

です等者
る業る

る者同あ協す

き

合は

当合も組者

。の組
該の

格業限あ当

資企にで、

係合。資提

に組るる該

営除をを先

るを）格出

ケ申か 事 方

業く変有の

び病該

法及丘請由に

称
北る

な資提在す

所院当
で

な審す海者

ら格出地

き

。のこ河引

い査る道

よ音き

請に郡続

申と東

の期

。請時

、り更資

は

法査
方審
び格
及資

期
時

北

と許きう

、
は
請
申

の

を道

っ、）海

な可。。

き、施緑

と許実立

た免
等。病

録る丘

。登すケ

あこ

場
る伊

す
要長

を院

のるたと

旨すると

たと
が有た

知、っ

通。めな
、

た間は

っ期き

あ効と

はを

ら新格

か更資

日の

示

を。更す指

の、失

１

よ

続でた者に

相）しる

作

合るのそり

、あもで

を成し

又格構成

併資の

請

渡すを申

譲有員た

は
でし類

よ者更書

にる変

を

当行町格

承そたを

り

け丘よ

提なが得

該わ緑

す

のば番と

先れ１う

出

の

になも

示らる

指な地

格

成資

作、

り。は

よい

成
平

し

か
日

８
月
３
年

八ら

八

寛

い
お哲

に
合藤

で
ま

日

行う

、
て

契
る。

めい

定な

にわ。

成し

し構の出

継のも提
け

者員な

た

書再

請の

申査

た審

資れ ば
れ

け
な

し
に

を請

類申
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子 電札交交札

電否入落

平 入 報説者

成 札 に明付付の

十

の よ書決

四 るの場方定

年 入交方 可

三 札否付所法法

北 海

５６

札

入開開札便郵

入入郵

保 札札札証にに

保等便

証 日場日はるる

金よよ

時所時金除札札

免入入

道 公 報

２３４

海札入

入平の契北入

類
借条道執

札成賃約

に
参年項河行札

示郡場場

加北洗を東の
及所

る道業す音所

す海

者立務場更

第

入

立数調達

道調契納

イ

期場

ヶ予す

緑量達を約

量品間所

病数物

丘定る

院

号

１

達海

に達調北

札調

入ア

るるす立

すすを道

付を

項品物ケ

事物る緑

月 はに

八 認関

日

事道場

なる海の

めす北
東で

。項河所

い

金

音付

郡交

曜

町る

更す

日

。め

る認

すを

が
緑。

同同。

院成ににる

病平

）

月し

３。。だ

年じじた
、

所町び

前札

午入
度

日再

北修

必ケび緑日

に緑及

病内丘海室

要丘院が時

資院搬１道

な

業地東送

格告送番河郵

１等北音よ

第務郡に

示
に含道町場

号を海更る

定。緑がは

規む立緑合

者寝病仕平北

患の

の等

道

等具衣様成海

の延延等

月ケ

衣４緑

病べべ年立

入 の

札１丘 借

説日病 入

９

に書ら

れ組組明か院

の院

の等病

等品丘

係に

等

び者

及称患

称名の

名

１
丘

入
借

の
具

寝

量の

数

病
丘
ケ
緑
立
道
海
北

地
番

は

院

め

時認

合
場
る
よ
に。

送い

郵な

郵

す）ケ丘、

着
必
、
は

番

北資病番便

るの丘１

立有北

道を号

海格院地

緑す海

ケる道－

丘こ立

病と緑

道

患病海

の丘北

院。ケ

るよ月

者院

１る

り
た
当
日で

１ま

組。日

１
組
１

る
係

に
れ

価
単
の

課
務
庶

価
単
の
り
た
当
日

１

争品契

平資平競物
般る

入等

成格成
及

３調度に種

年び年札の

規

）

月達に参類

北

地定 海

に 道

よ
方
立

り
自 こ詳

向

、
治 の細

陽

一
法 入は

ヶ

般
施 札、

丘

寝階ケ

の２緑

等立

の入

具研丘
の

わな算契こ

問加アイ

、たに公

ずおし約名所

計すの 在 消消合関告

、
費費

開に入入

っ契要そ号

あ

金書

札 、書掲札札

て約
つ作る額に のの かのげ

海
北
び
及

、成入に記

時

効る）

る 有よ。

すにう

入と
例第 なこ

特
を
札と

約

８をお加は

をさ条 定

日すいす、
に定平

物北者に

るてる

等道必め成

品海
の立要る

類陽資の３

種向なも年
る日

丘はす８

ヶ格と月
。に

病、

競
行

院

病

争
令 執札

院 行説

入 告

札
昭 は明

示 、書道

に
和
第 公に

立参 １

加
年 開よ

号政 する向

令 る。す

陽

者
第 。る

ヶ

必
号に

丘

地容

税税金る内

以要
。

抜相に務は

等等額事称
担北郵電定

き当１を予

は未当海便話で

価額円

り

相、満す道番番あ

格

組緑、

当当のる立号号

額該端

変 代数織ケ

更
す － 単金がの丘－

価のあ名病

る － ）請る称院

及るす

お 最の札係載

に
て の否び消る

い 低要他
２ 格の税額

、 価こ費金

規 あ告び、

に で公及は

す も定方費

定 るに地消

資 をる費等

る のめ消税

を 札札係

格 落入税に

項 規 たる１ る しれ第 め

規 の海の 則 者北

、務に 和 ち財定 昭 う道
よ

海 て定 北 べ則り 年 す規
そ 規 入和た 道 の昭め

則 札

め競

海締定般

北がに一

向よも入

立しる争

道結
し公

ヶととの

陽うの札

病る、告

丘す

八 当を 院

九

め約北

定契う

長に該行

るに海

高

病

資
下な

院

を
政格

告

」定
令

示

第
）
。

う。 いた
とめ

と求と及こ

条

と すのきび北

が

き、在道有

るとは所海

の東得

とにそ地河り

こ
す数音。

算端郡る

。加

が

とを緑

こ額町

る金更

切

者に以る

費捨１

消り丘

な すす税

し と関下課

有
者 。条費業

い るる消事
」あ しに等で

の件税者

札しいか 入反とる た違
）事 財入。税 、たう免

ぞ 第 金年れ

はの業 務札

額北
れ 号海

則定 第 価規予 ） 単道の

）
が第価
格 条 、
北号 第

の）

道以価 項
海。単 １

院規の

病下

り立

橋契よ道

事財 定制

をヶ

係達陽

三に調向

約

項
１

第
５

の

一す丘

郎る

）
相。
等る地

税て番

の

で 則、取者 規

を
額。

当

効いあ 第無扱
とる

務 に限

。
各るを

すか 条

囲

財則 り範

の規 よの

業
例いで

にと の内

務」 そ
関



４

出

びて格申申提

及め資

の

業る査先 請請 協い審

方 合き申名

組とののの

あの期法及

に。請称 時

北 海

３

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

特） 協企該格局等 の号

件が同 第 同業中要長協

例等小

道 公 報

医者北場天の

いるび務

成こ療で海所災代

平る
と法あ道に等行
よと

年。施る立確に者

と陽にりし

２行こ向実

１則。ヶ納一て

月規

第

２

が

物の政政。道

資次と

等第 ず第行 格 品令 い令

う れ

指 要 のに
件該競 の の も名 種条 条

類

号

資

平
成
十
四
年
三

資提在

て期所

っ時び

格

び格ば格出地

は及資れ
ら査る

設方審な審す

、

申と

ののなのこ

立法査

はよ

に請。請に

際申い

を平当行

格、、り

資は

企は行組 ３ 組

有成該わ

第 法同業、う合 条 合協
組等適官法

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及
び組明げ る

丘入時確

中合をる 協 号

日

院きにで

現昭病で的保

のるそき

在和

に

者と業こ

お年患このる
の。

て生等。務と

い厚
第具行

き令寝遂

引省の
類が

続
き

４ ４

年）北難

２号を困

る札 ２ １ す入 第 第 当争

の に 搬海こに 項 項 内北
業立。す 規 規 送道と関

を陽指 に す 務向る 定 定

む丘を り 者 含ヶ名 よ る

）院止 争 な 。病停 競 で
こ ののさ 入 い

月
八
日

立

の）道

院。海

病む北

者約向

患契

金

のヶ

等陽

曜

具病

寝丘

日

提な のの 類院

す

のば

者３先れ

る年出け

る日示ら

あ８指な

で月

り。

のらよい

もかにな

が

た

員でし

成ま成

構日作

が有企 業 ）

過間申

のの

組 合 ３
企次す業 組 第

小
団いと合 条

業のる

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小
律きと い 等
法と」 と 業

立る

上９道な

以第海と

陽態

具の向事

寝条

類

病え

賃規丘備

のにヶに

及す院、

貸定
準指該

洗基がに

びる長

れ 札

業適すす

事に定当

い の 。 格者て へ と 資患
等

こ を

下寝い 加

以のな 参

具

れ

」さ

格。 除

資類と 排

患
）者

。る

うい

いて

と
の

等 借者 賃

寝 洗
院

借 び

賃 及の 務類 業具

搬

洗 内

な類

数し書

半に請

業 送

１
占けを

を

北道数調

札調海

入アイ

付を達海立量達

に達調
す立陽定

すすを道向予

はい う 協

るる

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

北

次 海

の平 道

と成

資当

立 格２資該

お 向 をに格許

り年 陽

一３

有規に可

ヶ

般月

す定係、

丘

日者

を合るる

るする免

でい及業

んて時を

営し
６７

格資資に有資

ば資約資
は

らの格格係効格格

な

一間、の な有ののる期

期効効般の１

い効有有

こ
い

な
で

。
申

次行格再再

をアイウ
有業請
申 のう資中を企

を企す組し 請 いこ格小

れが有業る合よ の ずと

５
含院
び を

及 務

務 業

請 道査
申 海審

北格再
資

物る向ヶ数

向再の 立の

品ヶ病

項品物陽丘量

事
名の病の寝

の等丘院

等
及称の者延

称名院患具

数者の

び患等べ

量等病
の衣
寝の

競８

具借組

病

争日

者る営許

院

入

が資業、

告

札

次格に登

示 の要関録

第 い件し等

以 ２

下

ずに法を

号

か当のり

れ該令取

該な定さ札

にし規消入

すこよたと

当いにれ」

期競更の
喪

るとるとい

失

間期

定

びは入に

及間間争新

格落る

該資のめ

当、札

に

の有決約

間を札契

期

と日る

新るの係

更す定

う 方

めでの

続認まも

手

では法と

かです等者又

る者同あ協す

にきる協

組者

当。の組る業る

該
る該の合は

す当合も
業限あ当

者資企にで、

資提

引に組るる該
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２３４
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病仕

延等
入月陽

４向

べ年立

札１ヶ

説日丘

れ

に９
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第 第行
う年。施

指２行
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算契
加アイ

月規 条 条 計す在 合関
た

争日 ４ ４競１則 の の名
札在和 ２ １入現昭 第 第
項 項にに

すい厚 規 規関お年 の に

指引省 に するて生 定 定

を続第 り 者名き令 よ る
競 で停き

す
当

約格類件該
も 種

な

送海こ

平院む北搬北る

）道業道と

の 成。海

患

苫を苫

者 年契立務立。

む牧 の 月小含小

等 ３約

）院 具 日病。病 寝 ８牧

競８をおす、

行

類 に院

令
争日すいる

物北に定

昭入るて者に

に品海必め

和札

の立なも

年参等道要る
格と

令す種苫資の

政加
者牧はす

第る類小

。

号に病、る

以要がに

。必院

院 内執札

告 容行説

示 はは明

第 予、書道

１ 電定公に

立号

番あする

話で開よ

苫

、。

号りる。

小 変
更牧 す －
る病

を
に務
額事称地

金る

－
番

未当海便

円担北郵

１
端組釧

のる立号

満す道

数織路

がの病－

あ名院

る称

こさ年） 入 い止２号 争
。て上９ へ とれ以第 札

加

な具の 参

い寝条 の

い類
と賃規 排

このに を

九 。貸定 除

三

い

洗基 て

びる れ

及す さ

準

賃
般患資患 の
一ののの

争等等 借
競者格者

入の以の

の具具

札寝下寝 洗

」

務 告の格

業 公類資類

院 うい び 行借と

及 を賃
。 内 北洗う

資北結め

下な締定

海

令を道よも

政格海しる

とめ苫とと

」定立うの

う。牧る、 いた小すし
当

第長定契 ）院に該 。病

め約

常るに

こ

契よ 条

と院

が

告

り
有

示

所海

きび北

と及

。
る

得

市

の路

そ地釧

、在道

は

丁

を１

額岡

金ヶ

数桜

端

適 者

事に る

捨４

り目

切

んて い

営し な

を合 で

業 立務 送
道業） 搬

こでい 内

牧院 を
小び 務

苫及 業 第

に調 ５

松約り の

病含

則一す 項

るを １

和係達

て番

の般る

る
。

）
。号



６

格再再な格資

イウば資
有の

申 中を企申らの格

しい効有 請 小有業請な

る合よ。期効 の 企す組

及間

等者又う間期 方

業
協では法と

北 海

５

資

提北格再次行

資をア

査いこ格

申 出海審のう

の の立のずとを 請 先道

かです 事

名苫再れが有

及牧請由にきる

称小申

道 公 報

４

経中びて格申申

及め資

業る査請請 済小協い審
申

業業組とののの

産企
協に。請時方 局等合き

が同あの期法

長

第

３

年つ

下て掲

法 務資中以いに

企 災代はげ

格律 小 天の
要第

業 等行中、る 件等 に者小当資

特） 協 よと企該格 の号
等小件 第 同 りし業中要

一て例

号

者北に

る所

平で海確

成あ道実
十る立に
四こ苫納
年と小入
三

る当

同あ協すび

。牧で

は期

合も組者該

組る業
の合

業限あ当の

企にで、間

合。資提新

組るる該更

除をを先続

を）格出手

る示

。更す指

く変有の

当。の

び病該る者
）し

地北る該

提在す当

所院

に

る道で格

す海者資

出

牧続る

と小き係

こ苫引

を

り双資業

よ市き営

に

組っ時

わ町を相

行葉格

は及資れ資

う合て期

行

審

公第、び格ば格

官法

法査ら査

需３設方審な
申

格第ののなの

適条立
号に請。請

組４際申い

掲格、、

のに資はは

合
る有成該

明げを平当

証

条 合 時確協企は ３ 組

を

組等適 第 法 的保同業、

にで

同し 項 昭 そき合協用 １

業こと組な 第 和 のる」

又。 号 年 務とい合い ７
掲 律 遂。は に 法 の。う

が及業 げ 第 行）協

困び組 る

難中合 協 号

月病き

八院る

日

の
等

者。
患と

のこ

金

具
寝

曜

を
類

日

あもでよ

でた者に

海
北

格構成

資の作

るのそり
請

すを申

有員た

を成し

たを

でし類

者更書

る変

３得続
構の出

のも提

そ
併

れ目う合

け丁よ、

な

３るは

な番す又

ば７と
はに

いの渡

な号も譲

ら

し

審継

格承

資り

、よ

。
提

査

有企す

る組者３先

す業る年出

きあ８指

と合で月の
よ

下もかに

。以る日示

のら

り 企が

でし

組成ま成

業構日作

と過間申

」ののた

合員

な企次 組 第

と小が 業 ）

事団い 条

る業の 合 ３

にのれ 下 規

態体ず 以 に

備組か 定

、に該 業 る

え織に 協 す
関当 組 中

該るる 」 企

にすす 合 小

す律き い 等

当法と と 業

指
が
長
院
病

牧
小

苫
立

道

け

員な

成し

日
る
す
定

３４

資れ

賃約海札入

の契北入

類

項苫行札

借条道執

示牧場場

洗を小の

２

請
申
再者

のた

調契納札成

イ入平

数調達に

す加北

量達を約入参年

半に請

定る期場す海

予

を

。をな類

う数し書

い

１

）占け

と成札調道

の平入ア

次

に達調北立 お

を道小

り年付を達海苫

月るるす立牧

一３すす

るは う 協

般

を和２ 組）

者昭、 。 同

にの 業合

北 ７

海
道 資資当

立

格

資格２資該

苫 格をに格許

小 の は有規に可

牧 、す定係、

病

場
び
及
時

１るする免

のる期

格係効

資に有

約

業す市所

効般の

有一間

日

及所葉び

務場双及所
海）

院３時北室院

び町

内丁

小に

送７苫送

搬目道郵

等号市る

務３牧よ

業番

物る道

含北葉合

を双場

等に苫

量品間所者立

数
寝病仕平北要牧

の必小

道資院

具衣様成海な病

延延等

第

４苫示

べべ年立格告

入月小

札１牧１

説日病号

物る苫病

明か院に 組組

争日項品物小院

競８事

札の等病患

入等品牧の

名の院者

下及称患の

以称名の等

び者病

寝借

札量のの

入数等衣

喪

いのれ

と具入

」

院 の者る営許

告 失が資業、

示 に次格に登

第 定の要関録

２ めい件し等

号

契れ該令取

るずに法を

ににし規消

約か当のり

る当いにれ

係該な定さ

のるとると

もすこよた

、札

は入

間争新

期競更

す定

有決

を札

格落

資の

町は

めで

認ま

と日

るの

）立丁郵

。道３、

む海

番号

資小７番

の苫目便

を病３

格牧

有院号

す－

る北

こ海

書ら規

苫海

。立北

と道

る

よ月す

に９定

る

小
苫

立

で道

ま海

。日北

北入係

う借に

の
院
病

牧

組

を道に１

）海れる

。

小１日

施苫る１

実立係

り

。病１た

る牧組当

す

常り価

た単

長当の

院日

とな可。

でこと許き

の

許

たなた免

るとっ、

あ

と。登

、たき、

めっと

間、を

期は等

効き録

有

場

新をる

更格す

の資要

通。

のる

旨す

たと

は失

た
っ

あ
が

知

九日

四

病苫

牧立

小道

の
１
ら

か

の
等
者
患

議病

会牧

院小

則北
び

和及
価

松単

具
寝

い

わお

行。に

、う合

海 。、

いて

な

契
る
め

定
に



な算契こ

加アイ

平 おし約名所の

成 、たに公

十 在 消合関告

四 費計すの

年 税金る内

三 等額事称地容

北 海

開に入入わ

契要そ号問

金書、

札 書掲札札ず

約

時 成る額に消 のの 作げ
札係載税

に の入に記費

否他及るす等

お 要

道 公 報

すにうあ

９
効る）て

る 落有よ。っ
か

例第 者なこ、

特 交札
付の入と を

決札とつ
最 第 め 方定をさ、 条 定

法法たる低 １ る 方しれ

第

６７８

便郵電札交

入郵電否入
明付 入 保等便報説

子 札
金よよよ書 札 証ににに
入交 可

はるるるの場 の

免札札札否付所

、入入

号

５
日

保 札札札
札

入開開
入

時所時金
証 日場

月 相に務は

八 当１を予

日

便話で

額円担北郵電定

満す道番番あ

は未当海
苫、

当のる立号号り

、
該端組

金 変 代数織小

更 － 金がの牧－

曜 す のあ名病

る － 請る称院

日 求と及庶こ
と のきび務北

こ費金き

てび消る抜

い
公及は格

２の税額価

、
に地消当

規告び、相

に
るめ消税

す定方費額

定
格入税に価

資る費等単

を札係）

し関下課す

有に以ると

の海価 の 則 者北の 項 規

規 う道格
に 和 海のち財で 定 昭 北
道場、務あ よ

べ則も り 年 立所す規る

海 小交ての 定 北 苫で

和落 た 道 牧付の昭を め
札 そ 規 病す入
則 院る札

北と ぞ 第 庶。金年者 れ

務額

す北

す認認関

除をはに
事道

。るなる海

るめめ
し牧

だ小

た。項苫

。い
札３

入町

度葉

再双

、市

同同

成にに

平
月

３。。

年じじ

が

後
午

日

き、在道有

とは所課海

る

加の小得

にそ地苫り

る金双

す数市。

算端牧

切３

とを町

こ額葉
番

税て７

費捨目

消り丁

なす税る
等る

者条費業と

いる消事こ
あ しに等で

の件税者。

しいか 入反とる た違」
事 財入。税 、たう免 札
、取者 規はの業 務札）

れ

無扱で 則

号 課海す

第 価規。 予 ） 単道る の

）則定

が第価
格 号 、
北号 第

の）

道以価 項
海。単 １

院規の

病下
よの

業務 に限

事財 定制

な番

め７

認目

は丁

の規

時
２

。号

い３

必
、
は
合
場
る
よ
に

送
郵

を
額。
当）号

相。３

着

３

資、を北下

は約資中以

締海格小
企 格

空件小
業 審月結道中 要

第

の）、知企
等 査分し

効いあ

とる

。
各るを

すか 条

の政政。道道平１

次と

以

令 い令が税成年

第 ず第行を
う滞年上 れ

指納２電 に

の内

務」 そ囲

財則 り範
２

関例いで

にと

競務契資役

般役資

一る
はの 札類

入種務格 争の

規１

に

北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
立自

及 り 中治
、年び年 央

一３調度

法
農

般月達に

施
業

）
の入
札、
入は
の細
こ詳

等 特同 申のか支業 の協

算、管例協
組 請決つ庁

に組
法 すに誠内同

合 を
るお実
て履社」
昭 日いに本合

直、行、と
和 の

のた店う
年 前１し支い

者等。
法 ２

営及
第 業にでの）

律 営
年定あ

交 の の も名し月話 条 条

争い日換 ４ ４ 該競て１

２ １ す入る現業 第 第 当

でにに 項 項 る札者在務

規 と関なお従 の に こに

てし 定 定 。すいい事 規
よ る指と、た に するこ

でをき験 り 者名。引経

種 参、要

な停続を 競

め
る定
すに約格類件

加

」海

にる平業北格北

者

験と道

海 必も成試
道 要の

電う中

立 なと年場い立

格る月話。央

中 資す３
交）農

央
農 は。

競８をお

行

業 、日換業

試

争日すい

令
験

入るて 場

札役北

昭
告 道

に務海

和
示 立参の道 第年

中加種立 ６

す類中

政
号令 央第る央

農者農

号に業 業

。必試

試

は明
行説
執札

以要北験

る。
する
開よ

公に
、書

。

度める業び

と点小 ）

分るこ拠中 号

契
と置業 ３

当約。を企 第

類者体 に

２種く団 条

該
びあ組 定

業及での 規

営
年

九 度規る織 す

五

をと関 中

が模こに る

争

にぼる 企

月ほ。す 小

札 こさ２す 入 い止き有

の 。て以者 へ とれ年る
話時 加

な電常 参

い上を

除

と換名 排

こ交２ を

い

て

を雇 れ

務上 さ

。業以

に業試

んし い

営用

定般委場 験 に一務験 試

る争契話 電 め競託電 場
換 の札換 交 も入約交 話

告委 務 し公務 業 との業

うの

該行託

当を託 委

、

下な海場
約北資

契

験資道が

場

を中結

政格立締

告

」定央し

令

示

試と いた業う

とめ農よ

）場る 。験す う。

に 第長
下定

たじ律 等

満同法 業

め 条

なく協

場る和 組

いす昭 同

合契合

な

るる で

いい 者

でて る 海格

こ。。
とと い

ここ

よ道

に
達央

調中下

り立以 約 第

契 ５

野る の

す農資 のる

昭係 項

に １

勝



７

資資に有資格２

約資資
有規

格効 格係格格をに

一１のす定 の期 のるは

効の 効般のるす 有間 有

喪者る

間争にが資 期更

期競

北 海

６

格再再し格

アイウ成資
申有 申 資中を企申たの

組し請効 請

格小有業請

有業る合よ書期

を企す

及 方 す等者又う類間

の

る協ではとを

道 公 報

５

のう

格再次行

アイ資を

請 査 出出いこ 申 審 提提
のの のれが の 先先ずと

在にき 申 名事 所かで 再

第

４

経中びて格申申

及め資

業る査請請

済小協い審
申のの 業業組との

産企

方 長協に。請

局等合き

が同あの
時

号

律てす

法い定

年つ規

平第はる

成、資
十当格 号 四

）該要
年

第中件
三

間は入新定失次格

小の

資のるい件

、札めの要

を札約れ該

格落契ずに

す定係にし

有決にか当

と日も当い

るのる該な

めででると

認まのすこ

旨するとな

たとあこと

出当

者同あ協法す提び

も組者し該

の組る業る

該の合はな期

当合

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る
を。更す書。

業く変有

地請由該る
相）しる類

者

先け北北る
す

当。

称

引

指ば道道で

のれ海海

続

にら中張き

示な立夕

資

りい農長き

よな央郡
東を

成試町格

作。業沼

て期

行組っ時期法
し験

び資け資

官法は及

う合
需３設方格れ格

公第、

査な査

適条立法審ば審
申

組４際のらの

格第の
に資請い請

合号に申な

を、、

証掲格は。は

の

３

をる有平次

明げ
月

条企う

八

第業ち

日

第
同ら 項

協か １等
号
合ま ７
組

金

掲
はに に
又で

曜

業げ げ
協掲

日

るたとっ

合資 協
組る る

知、っと

通。めなた

の

期き

あ効と。

が有たき

か更資

日の、

た間は

っ

う

の、失

１はを

ら新格

行

で提

続でた者の

にわ。

の先

合るのそ出

、あも

はを成、

又格構に

併資

変提

渡すを該

譲有員当

りでし先

よ者更出

にる

の示

継のも指

承そたの

申総線よ

た場６得

し構

と

請務北う

書部

提課も

を務る

類総号す

と格

こ資

る、

すは

出の

掲

有企す成に
よ査

に審

す業る

と合で３る

る組者年げ

きあ月申
類

下も日書

。以る８請

のか

提

企がらの

業構

でに

合員ま先

組成日出

組
が格 業

と過の、

」の

いは
の件 合

次要
か用
れ適 下
ず、 以

合
当い 組
該な 業
にし 協

定な

き い
と と
る 」

す。

３

契
る。

めい

者 参もで条

は

る付、 条 加の当あ件こ

あ賃こ一ア の の 資で該

札 者り貸と般か ５ 入 格

よ

た成に

、借。競ら の

り

者員
資作

地に政と道障道

次項こ

平

方令 い規。が害の

の

すう生成

自第 ず定行発

れ治
にる指時

２

な請

わ申

行再

りの

業達に

林調納契納札
入

す

験す加 入約入 試を参

う数に該

い半間当
場る

１

）占な出

。をし提

北

次 海

の平入 道

と成調 立

達
札

お 林

り年を に 業

一３す 付 試

般月る 験

にに
２ ）
、 。
は う

免
関、
に可
格許
資該
当

、 簿か機争ウ ２ は 名 す

札で 規 地 のつ器入ま の

務北関参に 定 方 業、に

め よ 治 別海し加定 に 自

内要格る る 法 分道、資

件 行 でに求のと 条 施 類

様査ろ 付 令 電本仕審こ
一 子・
算店によ 般 昭 計支書に

機等記り 競 和

法

、度 の 施 もも名に年 条

当で争速及 ４ 行 該の競

２ すな入やび 第 令

にな成 項 昭 るい札か平

の 和 ここ

とと関対 規

るが度 定 年 。。す応年

名れ電 よ 令指との に 政

をる子 り 第

競

期期場 ネ賃る

号停者計

日間所必

ト借に

ッ貸者
北資

ク等な

ー品要

ワ物

範る海格

のの平平のす
囲こ道

情仕成成

報様

でが林

機等年年内と立
試

等月月、有業

器５５

競８賃
す

入１１平り

場

争日貸 る 告

入借 事 示

札項物 第 道

品 １

立以等 号

下の

林名

入称 業

」び

札及

試

い量

と数

験

関等
に録
業登
営、
る許

規さ
の消
令り

法取
しを

営載、 争

よと
にた
定れ

入 年

分の要の 札 政 大業の２
で 令

点等か あ 第 類拠件

る ををら
の 号 、

以 分すたま で 。 中有満
もてに 入 下 類るしで 、
札 のい掲

る 参 に令

でるげ に ）政

算 争

ると資 加 登」

あこ

又 札 以さあ機 入 。止で

の

てこは へ 下れる

加 令な。動 参 政いと自

と賃 排 とこの を 」い車
契 れ 。借 さ う。貸 除 い

日成得験

に い 第約 て ）

る場

札日

１説か

書平４

式明ら年。

１及成月

月び

月限

た求３を

当要年日
度

り仕
の様

で該

価にま当

単書日に

。北

う

る。契

）よ

場

）海

告

実立

を道

示

長
場

。験

る試

す業

施林

、
許

免
、

可
許。

るき

鶴

録
登

九等

六

こを格 し 載と

る
す
要

を

有 うう れ
と証を よ さい

いす ）

しす と て。

。明

る者第るか

たる

係 る

第

争 で ４

競 の の

る も 条 だ期

。た約

１い札
入 な

哲
丸

算長
予延
、を

し間

、
て
い

お
に
合
場

司



約開に入落

契要そ号

平

書札札 掲札

成 の決 げ金

十 の時定 る額 作

四 成にに 入等

年 のお当 札に

三 及係

北 海

１格

８９

郵郵落北項

及規月

便札海 交便の１

にの 付財 び定当 等者道

よ決規 報より

務 電にた

よ定単 る定 方則 にりの

道 公 報

６７

入開開札札札交

入入入

札札札付 証証明

保保説
場 びび交

及及の

金金書

契契付 日場日

第

４５
執

約 審海札入

ウ契北入
札 項 請を美行

条 申査道
示 類っ市場 を 書行唄の

提と珠及 す場 のた光所

号

請請

の
か申申

う
どアイ

要いた 申
ののの 査

審

月 てっ びる

八 て 、 否他こ消

日

告及

に、 公税
は ２の費

す書 定地

定札 にび

規入

金

資記 る消

るに め方

曜

をさ 札税

格載 入費

日 有れ に
した 関以

入法た）

昭 るめ価 入方
札予を

和 法札
認価っ

年 は定も

な入

海 海のめ格て

北 北

道 道場
林で。月
規 立所い１札

則

試付た効

第 業交当有

。 場るの入

号 験すりな

時所時保保関所

約約に
は事北

金金る

証証す
道

海成にに、項海

北平
同同免 道

。。す唄

立年じじ除美

試１。光

業月る市

林４
場内

験日珠

は所町日所

出き内び 場

北電査北

審山

、東時

先

果海道

便海話結北海

郵

唄

号立号を道美

番道番
林申立

請林市 業

者業光 －試
験－に試珠

通験内 場－

申け

な
し

を期法

請
時方

書ば

れ成請れ

け平
ば

提な

ら３のら

な年類な

。日先。

い８出い

な月

い額 る
な金 す下

かの

に税

の当 件費

者に 条消

入額 反」 た金 違等 し該

、たい 札の しと
入う

５ 規は）の 務札。分 財

企。単札

無取に 則、の

指）限

下 画価に

以
限） 務 部制。 財 導のる

」 情範た 則 林のし 規 森

で落 い 室内を と 報囲者

） 管っ者 。 報あ札 う 情

前
午

山

）東

月町
理てと

企知場町

時

す企東 北画

る画山

美部導 内 道導。指

海指

森

唄森部 線

市林

林

情室

内室報

珠報情

光情

指

理管

山管報

東報情

町

示
ら

た
し
成
作

でり
まよ

日に

効扱相 第 を
類
書
請
申

とい当

。
各るる

す 条す

の平道当こ当る

次るあ

を調と

い成が該と該こ

行調 ず

物明物

れ年う達証達。

科最す 第

に北指

低る

１２

第価
の。 条

に

札調北調納納札

入入

入入 を道を参 に達海達

る井すす

す奈要加 付

北

次 海

の平 道

と成 教 こ詳

お 育 の細

り年 庁

一３

入は

空

般月

札、

知

科

科理

の入

所

消落あ部契

で一アイ

者か免に

費札るに約名

な申事す

等とを税関

税
す

額たる当
な
し
出
提

課

）税金

加額免る

を金か

品

たも業を

しを事額

算

道競にたに

も海名品し
しでし

当告争関者関

該

要

る第札、あ、

す示入
に迅る こ

すなと仕

と号関速こ求

指フ書

規るア。様

。に

載

るをー記

す名タに

定

期場 物江るる

す

物停サ

等業品に 事
品商物者 る

等の要

項の高等日所必

校様平北資

称学仕な

名

道

び総等成海格

及
数合は

江

践入３井

量実、年奈
商

装札月

北置説

競８ 教

争日

執札

育

入

行説

局

札

は明

告 、書道

示 公に教以 第 開よ

育下 ５ する

号 る。庁 。入

空

」
札

知と

教

出者事

税っし業る在

い

を称地

業者るが務

事た

当

等、とる担

者はこい
たきす北郵電

の落。と

出決だはる海便話

申札

立号号

定し、組道番番

速落同の林

後、共織

や札企名業

か者業称試－

あ書

額てで札

金っ者入

落
を載

該価か記

当札るに

にすわる

額と問す

金格
見。

円の、と

１るずこ

ーの

の入も

満、積

未で

購れス件

のさビ要

品止
ン満

のいメを

入て・等

をこナし

格いテた

資な
有とンて

九 す。スい

七

を

と制と

こ体こ

るのる

道書高

海明日業

。が

育式び）学

教一及金等

書

教様

知仕

空求

庁要校

う

戸。
る

長よ

局に

育

育。

局

を
）

告実

示

－

。
る

す
施

にが体及験

－ 消共消び場

費同費所企

税企税在画北

体免導道

等業等地指海
森唄線 課の税部美内 の
税場事

事合業林市

者あ申報珠

業で者情光

あて書情町

でっ出室内

参た

端札っ

る、を報東

るは当

あ者月

が加１

数

契

は費の

き消り

と、た
係額

のに金

そ等約

、税
数るの

端

れた

さし

備明

整証

金課

そ提管山

隆
塚

いで

て者

る

税構す科

免の出理

か

。

者のと

業員こ

事成

切業の を事分 額税
り者
てあ相

捨でに



７８

と札交交

和る入落
札 入

付 保北ろ明者 札年こ説

金道よの

証海に書の 付

。付定 場方 の規る交

決

則

北 海

６

入開開入を

入下金

札札札費 に付

札消 札納
」 しこ
等 加る 保税 参す

と よと 証 日場日

道 公 報

４５
執

約海海札入

契北北入
育の札 項岩教行

条道道

場 市空所 示沢庁場 を見
８知及 す

第

申査

は審審

者のアイウ

請請

かを請を

ア査申申
のの ウ請類っ

ら申書行

でな提と

ましのた

号

３
条

条 件こ

平の の 付
成５ 入 一
十

の 札 般

四
２ は 競

年
の 、 争

三

関所法法

付第に方 納 入

の
除。る

免号す

下項海海の

、以事北北

付道道場

納
法務見育で

方財岩教所

は則市空付

等規沢庁交

政と条教る

、」８知す

す
う 時所時金と

い う。

者
） る
。

にには
相 平成

当 成
年同同、額

月。。の
を 年３じじそ
見
含 ３

む 月
日積。

の でっ
） 日まも

時

所西育日所

条教び 場
目画北北送育

丁企
５局

務道道よ企

総海海に局
務

見育場総

課岩教る画

知、）

市空は課

沢庁合

にけ出き

時方

条教郵

８

審

めば、

定れ期法先は

とら平申け郵北査

るな

道果

こな成請れ便海結

書ば番 ろい

育申

に。年類な号教を

よ３のら

庁請 り月提な

知に

、８出い－空者

２日先。

教通 のかの

規 地

月

定 方 札

八

に 自 参

日

の条 施 格る 法 資よ 治 加

付 令 審件 行

金

一

査

般 昭 曜

競 和
争 日

５局

令い西育。 政
入 年

。丁企

第う
）目画
務 の
第総 条

課 ７
海第 北ら びか 及条
道

月にた

ま 務
条 財

）必契

こ額５

午の金の

着約分

とに

前
）費当

時。消相
以

にび額

送及る

郵税す

育便

場消の

る方上

よ地

目議
丁会号

５局番

西
室
－
北
海

育
庁教
支道
知海
空北
道

ら指育知

３

示北局す 及

よ道画。

び日に海企る

ま

課

掲作見務

にでり岩総
条

資た８

るし市

げ成沢

類丁

有書５

を請西

格申

あ 第
で 令

札
るを目

す
る

札
入 下

、 以
で 。

の 号
よ い

し と
加 」

参 令
に 政

定
に 則
で 規

１

昭め
北

次 海

の平入アイ 道

と成調 警

達調数

札

お 察

り年を達量 に 本

一３すを 付 部

般月るす調 告

、保

は税札

合費入

平以証

入は

所のの細

ここ詳

イ

空
階庁

及の入

札札、

入

知
）

郵教
約名

税相者員る契

イア

あ一とに

事当落でのこ

者る者る部。関

業す札

ど出

か提

で金とかにす

かな

うし

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の

第る
す ）

と 。
うう

入に

規札
約 務入

財て契
っ
９

則書

競８物る達

す 効
第有作

示

争日品物予 る 第

入の品定 事

札項名の数 号

称名量

数

下び

以及称）

入量重

札油

」

リ と

明

契行説

び執札 在

ッ い

地は、書

約は

道

調開よ

、公に

警

便話手る。

郵電達する

察

の

号号き

番番続。

本 停
止

税事

あ額なを免る

－ －

か入たし事務

るをっ申
る者担

免札者出業を称
北

事に、こが当

税書は
。るる海

業記落といす

です決たと組道

者載札

はの育

ある定だき織教

と速、、名庁

るこ後し

に定

を。や落共称空

か

及るたを

おに 札係し）
額っ

てた び消金も

い当

２て の税て

、っ 他こ費
告の該札

には 公等当落
額格

定入 に取金価

規、

る書 めいにと

す札 定扱

格記 入円る

資に る１す

を載 札未の

成
な

項に否 １札要 第入 条の

よ
し に
） 定。 規る の限

落 め
を 定

者 り
た

を北２

）種ル 。１ト う
る察

す警

施道）

実海号

上ル
ト

長ッ

部リ

。本１
当

部 な
ど －が告 有 北

り 海

示

見。 線 岩る 内 道得

沢
市

問か札同及知
５
西

条
８

が業所育

わに者企び教
地企

、費共体在局

ず消

総

積等企費画

見税同消

課

っ課体等務

もの業税
合事

契事場税

た税の免

額であ者

金者で業

約業

、

有さ に満で
のあっ申

札

なた す端入

しれ 関の
参

者額 条がに

い金 る数
す し当 にる加

のに 件あ
者 入金 反きる た該 違と
、 、の た、は 札額 しは

入そ 財札の消

定
者 予

札 た

は端費 分 務

の
限

制
。 の

る 格
す 価
と

九範

八

単

美の
り

原た

最
で

内
囲

るて出

目
丁

男価

都

か、書

税の提 の免そを 分

事構出

則、数税 の 規

に業成す

効額に に 第無金等 ５
相 とを係

各るすり課

す切る 条当

も
を

格
価

の
低

。



６７
便 入開開札

入入郵

平

等 札保

成

札札札証

十 保金に

四 よ は

年

証る 日場日、

三 免

北 海

４５

海海話札入

契北北電入
号行

条 査道道番執

約 審
行幌察の札 項 を札警

場 を っ市本

及 す場 た中部－所 示
と央総

道 公 報

申
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